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○司会
それでは、「被災地で取り組む防災教育」と題

した防災学習取組発表に移ります。鳥取県西部地

震から 10 年、震災の記憶の風化を防ぎ、地震の

教訓を次の世代へ繋いでいくため、本フォーラム

では、被災地で取り組んでいる防災教育について

発表していただきます。まずは、「鳥取県西部地

震のことを調べてみて」と題し、日野町立根雨小

学校の 6 年生から発表していただきます。それ

では、よろしくお願いいたします。

○日野町立根雨小学校 6年生

こんにちは。僕たちは根雨小学校の6年生です。

2000 年 10 月 6 日、僕たちは 1 歳か 2 歳だった

ので、その時のことはほとんど覚えていません。

大きな揺れがあったこと、たくさんの物や家が壊

れたこと、余震がいつまでも続いていたことなど、

今までに教えてもらったことはたくさんありまし

た。その度に大きな地震だったんだなとか、怖い

なと思いました。

僕たちは今年が鳥取県西部地震から 10 年目に

あたったことを知り、この地震についてもっと詳

しく調べてみたいなと思いました。この地震がど

んな地震であったのか、町にどんなことが起こっ

たのか、人々の生活はどうだったのか、そしてそ

の後はどうなのか。この学習は、京都大学の先生

や役場、地域の方などたくさんの人に協力してい

ただきました。これから、この学習で調べたこと

について発表します。

私たちはインターネットを使ったり、展示交流

センターに行ったりして調べたことを発表しま

す。鳥取県西部地震は、2000 年 10 月 6 日午後

１時 30 分に発生しました。この地震の規模はマ

グニチュード 7.3 で、阪神・淡路大震災に匹敵す

るエネルギーだったそうです。震源は南部町で、

根雨では震度 6 強を観測しました。震源が南部

町だったにも係わらず日野町の揺れが大きかった

のは、この地震を発生させた震源断層が日野町の

下を通っているからだそうです。

この地震では、奇跡的に亡くなった人は一人も

いませんでした。また、火災も 1 件も起こって

いません。それに全壊家屋が少なかったそうです。

地震の規模の割に被害が少なかったのは、発生時

刻が午後１時 30 分だったことが原因の一つだと

考えられています。また、地盤が比較的良かった

ため家屋の全壊も少なくて済んだと考えられてい

ます。

しかし、この日野町内では大きな被害が出まし

た。この写真は、本郷の国道沿いから大きな岩が

落ちてきて道を塞いでいる様子です。これは、小

河内であった落石の写真です。ここでは、幸いに

も自動車が被害を受けることはなかったそうで

す。しかし、伯耆町では自動車が落ちてきた岩の

下敷きになったと聞き怖くなりました。また、あ

ちらこちらの山では崖崩れが起こりました。これ

は、本郷で起こった崖崩れの写真です。これは、

私たちが勉強している 6 年生教室から見える崖

崩れを起こした場所です。そこは、小学生が校庭

に避難している時に大きな音を立てて崩れ、みん

ながとてもびっくりしたということです。その他
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にも、「家が壊れた」「土の壁が落ちた」「屋根か

ら瓦がたくさん落ちた」など、たくさんの被害が

あったそうです。

僕たちは、地域の人から聞いた地震の時の様子

や地震後の生活の様子について発表します。僕は、

根雨に住んでおられるＡさんからお話を聞きまし

た。Ａさんは、「家の庭にある滝の上にある大き

な岩がドーンと落ちた。店の商品は全部割れた。

地震後、ガスを使うことはできたので、お湯を沸

かしてカップヌードルを食べたりパンを食べたり

していた。余震が毎日のように続き、これから一

体どうなるんだろうと不安だった。家の中の地震

で歪んだところは、今でも歪んだまま」などと話

して下さいました。

僕は、根雨のＢさんからお話を聞きました。Ｂ

さんは、「ゴーッという地鳴りの音で廊下が歪ん

でしまって、すぐ歩くことができなかった。家の

ガラスは粉々になり、天井板が半分はがれ、玄関

のドアは前の道路に倒れていた。外に出てみると、

取材のヘリコプターが大量に飛んでいて町の様子

を中継していた。地震後、ガスを使うのはしばら

く怖かった」などと話して下さいました。

私は、金持のＣさんからお話を聞きました。Ｃ

さんは、「バチバチという音がして、立っている

ことができないくらい揺れ、勤め先の覗き窓から

外に出た。道路には瓦が散乱していたので、頭上

と足元と両方に気を付けながら歩かなければなら

ず、家に帰るのに苦労した。辺りの空気がいつも

と違って泥臭かった。ただ、火事が起こらなかっ

たり、亡くなった人がいなかったりしたことはと

ても良かった。地震後は、何年も米作りができな

い田んぼもあった」などと話して下さいました。

僕たちは、避難所での生活について聞き取りした

り調べたりしたことを発表します。この表は、避

難所の収容人数を調べたものです。これによると、

地震が起こった 10 月 6 日には 900 人。7 日には

930 人の人が避難所に行かれていることが分か

ります。しかし、3 日目には 421 人。4 日目には

368 人と徐々に避難所から帰られていることも分

かります。また、長い所では 10 月 27 日までお

よそ 3 週間も避難所で生活をしていた人がおら

れたということが分かります。体育館での生活

は、他の人もいっぱいおられたために自分が好き

なようにはできなかったそうです。そのような中

でたくさんの人が協力し合っていたことが分かり

ます。給水車に水をもらいに行ったり、お風呂は

自衛隊の方が持ってきて下さったものを使ったそ

うです。役場の人が何日も帰らずにお世話をして

下さったということでした。

私たちは余震について調べたことや、地震計で

調べたことについて発表します。地震が発生した

後に引き続き起こる地震を余震と言います。なぜ

余震が起こるかというと、本震によって岩石が不

安定な状態になり、それを解消するためと考えら

れています。鳥取県西部地震の余震は、地震発生

の日からその年度末までの間に身体に感じるもの

が 1,129 回もあり、最も大きいものでマグニチュ

ード 5.0、震度 5 弱でした。特に地震発生直後の

2 週間くらいはずっと揺れているように感じたそ

うです。

私たちは京都大学の矢守先生、飯尾先生たちと

地震計を設置して、そのデータを分析するという

活動を始めました。まずは、教室で地震計の働き

について教えていただきました。地震計を机の上

に置いて机を叩いてみたら、揺れた様子がグラフ

に表されました。教室から一番離れた音楽室前の



フォーラム概要

防災学習取組発表

13

廊下でもジャンプをしてみました。それでも揺れ

の様子がグラフに表されたので、私たちが感じな

い揺れでも地震計は感知するということが分かり

ました。

次に地震計を設置するために津地に行きまし

た。津地に設置したのは、なるべく揺れを起こす

ものから離れたところがいいからだそうです。地

震計を設置する時には、方位を確かめ水平になる

ようにしました。その後で、GPS のアンテナを付

けました。これは、正確な時刻を人工衛星から受

信するためのものだそうです。バッテリーやカー

ドを入れてから、スイッチを入れました。そして、

２学期に入ってから 3 ヵ月半分のデータを回収

し、それを基にして学習しました。

7 月 12 日に起こった地震をその地震計が観測

したデータがこのグラフです。最初の小さな揺れ

を観測してから、大きな揺れを観測するまでの時

間が 0.7 秒と短いので、震源が近くにあることが

分かります。この図は地震計を設置した 5 月 18

日から 3 ヵ月の間に地震が起こった場所を表し

た図です。身体に感じないような小さな地震です

が、313 箇所で起こっており、特に鳥取県西部地

震が起こった断層に沿って、とてもたくさんの地

震が起こっていることが分かります。これらは、

鳥取県西部地震の余震ということだったのでびっ

くりしました。

僕たちは 5 月から学習してきたことをグルー

プごとに模造紙にまとめました。これらは、根雨

小学校の 3 階に掲示してあるので、根雨小学校

に来られる方はぜひ見て下さい。最後にこの学習

の感想を発表します。僕は今後もし地震が起きた

ら冷静に対処したり、普段からボランティア活動

などをして、協力して生活していきたいと思いま

した。

僕は、その時小さくて何も覚えていなかったけ

れど、この学習を通して地震の怖さや地域の人た

ちが協力して生活していくことが大切なんだなあ

ということが分かりました。これからは、このこ

とをもっと多くの人に伝えていきたいです。

私は震度 6 強の揺れを体験したことはありませ

んが、話を聞いて「とてもすごい揺れだったんだ

なあ」と思いました。私は、大きな地震の時ほど

冷静に判断しなければいけないと思いました。こ

のことを次の世代の人達にも伝えていきたいと思

います。これで私たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○司会
ありがとうございました。続きまして、「根雨

小学校での防災教育の取組」について、京都大学

防災研究所教授矢守克也様より発表していただき

ます。それでは、よろしくお願いいたします。

○矢守 克也（京都大学防災研究所教授）

皆さん、こんにちは。今、

ご紹介いただきました京都

大学の矢守と申します。こ

ういったところで話をさせ

ていただくことは初めてで

はないので、それなりのお話をさせていただける

と思っているのですが、今日は私が申し述べよう

と思っていたことの３分の２ぐらいは、今、子ど

もたちが全部報告をしてくれました。その点では、

私の今日の話は本当に文字通り蛇足ということに

なります。けれども、子ども達の話、取組にどん

なねらいを込めているのか、今回、根雨小学校で

どういった教育を進めていただいているのか、こ
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れらについて少しだけ私の口から補足をさせてい

ただきたいと思います。よろしくお付き合いくだ

さい。

私、正直なところ、この根雨地区、あるいは日

野町を訪問するのは今年度が初めてだったんです

が、4 月に初めて訪れて以来、町の方、小学校の

方、あるいはボランティア団体の方にいろいろご

やっかいになりながら、現在まで４、５回こちら

のほうに訪問しました。そして、この後も数回ま

だお邪魔をしようと思っています。今回の取組の

だいたいのところは、たった今、子どもたちが非

常に立派に発表してくれましたので、先ほど言い

ましたように、私はその背後にある考え方につい

て少しご紹介したいと思います。今ご覧いただい

ている資料を全部読み上げていると長くなるので

細かいことはもう申しません。要点だけ申し上げ

ていきます。

特にこの１番のところ、防災教育を進めていく

上で私自身が非常に大事だなあと思っているポイ

ントです。申し遅れましたけれども、私は阪神・

淡路大震災の一応被災地と言われるところにその

時住んでおりまして、先ほどもご紹介ありました

ように、阪神・淡路大震災の方がこちらの鳥取県

西部地震よりも 5 年前に起こっているというこ

とで、こちらが 10 年を迎えた今年は、阪神・淡

路地域は被災から 15 年を迎えているということ

になります。それで、先輩面をするわけではない

んですが、5 年先にカレンダーが進んでいる地域

として、特にこの１番の項目のようなことを強く

感じますので、今日は強調しておきたいと思いま

す。それは、今日のこの最初のセッションのテー

マでもある防災教育について、とかく、消火器の

使い方を学ぶとか、避難訓練をするとか、防災そ

のものについて勉強することだけというふうに考

えられがちなんですが、そうとは限らないのでは

ないか、ということです。私、今回、あるご縁で

この鳥取県日野町、そして根雨小学校の防災教育

でご一緒することになった時にも、最初にまず、

学校の先生方にも詳しく申し上げました。つまり、

防災について勉強をしたり、訓練をしたりするこ

とももちろん大事なんですが、それだけではなく

て防災という窓口を通して、地域のこと、それか

ら家族のこと、あるいは子どもによっては今少し

最後のほうでご紹介してくれましたけれども、災

害以外の自然、山や川、そういった地域の自然の

こと、そういったことに興味を持つきっかけにし

ていただくことが一番大事ではないか、というこ

とです。標語ふうに申し上げますと、「防災につ

いて学ぶ」ということから、「防災を通して学ぶ」、

つまり、防災を通して、何か別のこと、地域のこ

と、家族のこと、友だちの大切さ、あるいは自然、

一般のことを学ぶこと。こういう転換が今後防災

教育には必要ではないかなあというふうに思って

います。

私の申し上げたいポイントは以上で尽きている

んですけれども、まだ少し時間があるようなので、

少少補足します。子どもたちが今日発表してくれ

たこれまでの防災教育の内容ですが、それは、大

きく二つに分かれていると思います。一つは、発

表では後半のほうにありました、どっちかと言う

と、学校の科目名で言うと理科に近い内容のもの。

それから、もう一つは学校の教科名で言うと社会

科とかそういった教科に近い内容。この二つに分

かれると思います。本当はその二つについてそれ

ぞれお話申し上げたいんですけれども、時間の関

係もありますので今日はこの理科のほうに近い内

容、地震計を子どもたちが設置をしていた、あの

プログラムについて少しだけ補足をさせていただ

きましょう。

あの教育プログラムは、「満点計画」と呼ばれ

る研究の一部です。「満点計画」は、私が所属を

しております京都大学防災研究所の地震予知研究
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センターというところで進められている地震観測

に関する研究プログラムです。ちょっと風変わり

な名前なんですが、その心を一言で言いますと、

こんな風になります。皆さんたぶんあんまりご存

知ないと思うんですが、日本にはそれほどたくさ

ん地震計が実は設置されているわけではないんで

す。特に今後どこまで実現できるかどうかは別と

して、いわゆる地震予知に近付くために必要な資

料を集めるだけ十分な量の地震計が設置されてい

るわけではありません。そこで、非常に狭い地域

にすごくたくさんの地震計を設置することが重要

になりまして、一つの目安として、一万点目指し

て設置しようじゃないかということになり、それ

が、この「満点計画」の「まんてん（万点）」と

いう言葉の意味なんです。非常に狭い地域に非常

にたくさんの、理想的には一万点に及ぶような地

震計を置いて、百点「まんてん（満点）」の地震

予知を将来はできるようにしたいという願いを込

めて、あるいは希望を持ってこの「満点計画」は

進められております。

さて、私自身は地震学者ではなくて実は心理学

者なものですから、この満点計画本体には何の

タッチもしておりません。どうして係わるように

なったかと言うと、満点地震計をいろんなところ

に置こうにも、地震計を置こうとする土地それぞ

れには地権者の方もおられますし、「置いていい

よ」と言われても、さっき子どもたちの説明にも

あったように、あんまり鉄道のすぐ横とかそうい

うところは駄目なんですね。というわけで設置場

所を探すのにも一苦労です。あるいは、一万点置

くと地震計のお世話をするのが実は大変です。そ

ういった数々の悩みがあるということを私聞きま

して、そこで、そういうことなら小学校とか中学

校とか、あるいは地域防災に熱心に取り組んでお

られる地域の方に置き場所を提供していただい

て、かつ地震のお勉強もしていただきながらその

地震計のお世話をしていただいてはどうなのか。

こう思ったわけです。ちょっとドライに言うかも

しれませんけど、一石二鳥という言葉もございま

す。地震研究も進むし、地域であるいは子どもた

ちが地震について学ぶということにもプラスにな

るだろうとそういうふうに考えました。

そんなとき、お世話になっている先輩の先生が

鳥取県の「防災学習推進事業」に関わっておられ

たので、お願いして導入してみようというふうに

考えたわけです。本当は根雨小学校の敷地内に地

震計を置かせていただくといいなあと思ってたん

ですけれども、ご存知のようにあそこは川が流れ

ていますし、鉄道も近くを通っているし、国道も

走っています。後から見ていただきますし、子ど

もたちも発表してくれましたけれども、この地震

計は大変敏感で、チリで起こった今年２月 27 日

の地球の裏側で起こった地震の波なんかももちろ

ん捉えるほどです。子どもたちが言ってくれまし

たように、この地震計がここに置いてあるとする

と向こうの建物、町役場のほうに行って子どもた

ちがドンドンとジャンプしてくれると、その振動

もたぶん拾ってしまいます。そのぐらい敏感な地

震計なものですから、ちょっと小学校には置けな

くて、津地地区というところにお邪魔をして、そ

こに子どもたちの手で地震計を置いてもらいまし

た。さっき、その写真を子どもたちも示してくれ

ました。

ところで、これも先ほどレポートがありました

けれども、「10 年前、10 年前」と私ども今日

言っておりますが、いわゆる自然の動きとして

は、実はあの鳥取県西部地震の広い意味での余震

活動というのはまだ終わっていません。今年の子

どもたちが観測してもらった時期や少し前の時期

ですけれども、そういう時期にもたくさんの身体

に感じない余震活動が続いているというのが現状

です。そこで、専門的な最先端の地震研究という、
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子どもたちの防災学習とは一番距離がありそうな

ところですら、ちょっと工夫をすると、こうやっ

て手を握り合えるんだよっていうことを私実現し

たくて、何とかこの根雨小学校に地震計を置いて

子どもたちに地震計のことをお世話もしてもらう

ことになりました。それから、さっき言いました

ように私は地震学者ではありませんが、地震のこ

ととか、川のこととか、台風のこととか、そう

いった理科とか科学の勉強があまり好きじゃな

いって言う子も増えています。少しでも興味を

持って欲しいなあと思います。満点計画はそのた

めの入り口にもなってくれると期待しています。

それから、私自身がこの根雨にそう頻繁に来て

いるわけじゃないんですけれども、防災教育とい

うと何かこう一回限りの授業とか一回限りのイベ

ントで終わることが多くいです。それは良くない

なあとかねがね思っておりました。そこで、根雨

小学校の子どもたちや先生方にはいろいろとご苦

労をおかけするんですけれども、今６年生が地震

計のお世話をして下さっていますが、３月には下

の学年５年生に引き継いでいただこうと相談をし

ています。そして、昔、小学校や中学校には百葉

箱という、気温とか雨とか風を測定する装置が置

いてあって、それなりにそれを通してみんな気象

のこと、あるいは災害のことに関心を持てたと思

うんですが、そんな感じで、地震計も使ってほし

いと思っています。

10 年前に大きな地震がありました。それは本

当に大変なことで、心からお見舞いを申し上げた

いと思いますが、だからこそ、そういった地域な

らではの防災教育の取り組みをしていければと期

待もしてます。日野町の根雨小学校には地震計が

あって、子どもたちが、毎年 6 年生がそのお世話

をして、地震研究の一端を担ってくれている。そ

んなことになればいいなあと思っております。

それから、時間が参りましたので、最後に一言

だけ付け加えますと、私自身こういう理科的なこ

と「だけ」が大事だというふうに思っているわけ

ではもちろんありません。子どもたちが前半に発

表してくれましたように、何よりも 10 年前に起

きたことについてきっちりお話を聞くということ

がすごく大事だと考えています。たとえば、私、

本当にいいお話だなあと思ったんですが、当時の

根雨小学校の先生から、さっき崖崩れが小学校か

ら見えたというお話がありましたけど、そういう

時に 6 年生が下級生のことを一生懸命お世話をし

ていたというお話を聞きました。そういったこと

もありましたので、当時の大人からお話を聞いた

り、それからもしチャンスがあったら当時の根雨

小学校の 6 年生。12 歳ですから今 22 歳、21 歳

ぐらいでしょうか。そんな方に学校にお招きして

お話を聞いたりする。そんなこともすごく大事だ

なあと感じております。

ということで、10 年前の出来事というのは良

いも悪いも続いています。自然の活動としては、、

先ほど余震活動が続いているということを申しま

した。また、人間や社会のことは、語り継ぐとい

う形でまだ続いています。これを良い意味で継続

をさせていくということが、先ほど室﨑先生から

もご指摘ありましたが、「災害文化」を形つくっ

ていくということにも繋がると思います。私自身

は大変非力ですが、子どもたちや小学校の先生方

とご一緒に少しでもそのお手伝いができればと思

い参加をさせていただいております。では、予

定よりたぶん 1 分か 2 分超過したと思いますが、

私の話題提議はこれで終了させていただきます。

ご清聴いただきましてありがとうございました。

○司会
ありがとうございました。続きまして、「黒坂

小学校での防災教育の取組」について、日野町立

黒坂小学校教頭内田町子様より発表していただき
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ます。それでは、よろしくお願いいたします。

○内田 町子（日野町立黒坂小学校教頭）

失礼いたします。黒坂小

学校の内田と申します。よ

ろしくお願いいたします。

早速ですが、本校の防災教

育の中でも特に今回は地震

についての取り組みについて紹介したいと思いま

す。本校が防災教育で目的としておりますのは、

学校教育目標で大切にしている「やさしく、かし

こく、たくましい子」の育成の視点からも、災害

から自らの命を守る意思や行動を身に付けるだけ

でなく、助け合うことやボランティア精神のよう

な共に生きる心を育てること。こういったことも

目標に取り組んでおります。学習内容といたしま

しては、知識面では自然災害の種類について知る。

災害時の人々の対応について知る。技能面では、

避難の方法を身に付ける。応急手当の方法を身に

付ける。また、態度面では、生命尊重の心を育て

る。他人を思いやる心を育てる。このようなこと

が主な学習内容と考えて取り組んでおります。本

町は、10 年前の西部地震の実際の被災地でもあ

り、子どもたちに伝えていくべきことはたくさん

ありますが、子どもたちは震災当時まだほんの１、

２歳であったり、まだ生を受けていない子どもも

ほとんどで、地震についての記憶はほとんど持っ

ておりません。そこで、主に平成 20 年、21 年度

は、次のようなねらいで学習をすることにしまし

た。「より安全に、より早く避難する方法を身に

付ける、学ぶ」「地震の揺れを実際に体験する」「日

頃からの備えの大切さについて学ぶ」このような

ことについて学習していこうと計画しました。具

体的には、平成 20 年度はより安全でより早い避

難という点では、平成 19 年度ぐらいから話題に

なっておりました緊急地震速報という速報があり

ますが、これを使っての訓練をし、その後、地震

の揺れを実際に体験してみるような学習を行いま

した。そして、平成 21 年度は主に災害時に備え

ての非常食であるとか、非常用持出袋についての

必要性について学習しました。それでは、平成

20 年度から順に実際の学習の様子がどうであっ

たかを見ていただきたいと思います。これは、平

成 20 年度緊急地震速報を聞いて避難している子

どもたちの様子です。外へ出ての安心感でしょう

か、笑顔の子どもも見られます。でも、先生は真

剣そのものです。この時の様子が夕方のローカル

放送で放映されました。今日は山陰中央テレビさ

んのご許可も頂けましたので、放映されたものを

実際に見ていただきたいと思います。（映像）「緊

急地震速報を使った避難訓練がありました。県内

の学校では初の取り組みです。校内放送で流れた

音声を聞くと同時に机の下に避難した児童たち。

これは、気象庁の緊急地震速報を使った訓練です。

緊急地震速報が出された後、迅速な対応ができる

よう日野町の黒坂小学校が県内の学校で初めて取

り組みました。緊急地震速報は最初に発生する小

さな揺れ、初期微動を感知して震度５弱以上と予

測された時にテレビや専用端末などを通じて、揺

れが来る前に地震の発生を知らせることを目的に

気象庁が去年 10 月から本格運用を始めました。

今回の訓練では、和歌山県南方沖を震源とするマ

グニチュード 8.5 の地震を想定。およそ 10 秒後

に訪れる揺れを前に、いかに落ち着いて身の安全

を確保できるかがポイントです。児童たちは年に

３回、災害に対応する訓練を経験しているだけに

初めて聞いた速報でも、先生の指示に従って落ち

着いて行動できたようです。地震教育について研

究している鳥取短大の浅井准教授は『まずは実際

はどういう形で流れていくかということを知るこ

と。流れていったその 15 秒あるいは 5 秒の間に

自分たちが何ができるかっていうことをまず判断
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できる力を養うということが大事だと思います』

鳥取県は、今年度中に緊急地震速報が受信できる

専用端末を県立の病院や高校など 31 の施設に導

入することを決めていて、また来年度にはほぼ全

ての県立の施設に整備する予定です。一方、小中

学校への整備は市町村単位となり、ここ日野町で

は財政的な問題から簡単には導入できないお家事

情があるようです。また、整備した後も実際に速

報が出た後、多くの住民がどう行動するか認識し

ておく必要もあります。『緊急地震速報が出てか

ら時間が短いので、その間にどうやって自分の身

を守るかということをマニュアル化することが非

常に大事だと思います』鳥取県西部地震から 8 年。

地震による被害を最小限に食い止めるため、去年

からスタートした緊急地震速報なども併せ、ソフ

ト・ハード両面の活用がさらに求められます」避

難訓練の様子は以上のようなものでした。この時

の感想を児童にアンケートしました。次のような

項目です。「緊急地震放送が突然流れて驚きまし

たか」「内容はよく聞き取れましたか」「内容は理

解できましたか」「15 秒間机の下にもぐったりし

ている間ですが、どのように感じましたか」「地

震が起こることが事前に分かっていると落ち着い

て避難することができると思いますか」「揺れが

もうすぐ終わると分かると安心でしたか」7 番は

感想です。特に、この 5 番目の項目と 6 番目の

項目の結果がどのようであったかをちょっと見て

やって下さい。右側の5と6のところですけども、

結果は次のようでした。5 番と 6 番のグラフに表

れていますように、地震が起こることが事前に分

かっていると落ち着いて避難することができる。

また、地震の揺れがもうすぐ終わると分かると、

とても安心でいられる。というのが子どもたちの

反応です。緊急地震速報の効果がいかに有効であ

るかということがよく分かりました。この時の一

連の訓練の感想を子どもたちはこのように書いて

いました。たくさんありましたが、一部紹介し

ます。「地震体験車に乗って、あの地震が実際に

起きたらパニックになりそうです」「上手く対応

をしたいです」「本当に起こったら大変だと思っ

た」「8 年前は本当に大変だったと思う」「もし、

本当になったら怖いので今日の練習はためになっ

たと思います」子どもらしい感想です。次に、平

成 21 年度の学習を紹介します。21 年度は避難に

ついては地震の効果音を使って簡単に避難の訓練

をしました。そしてその後、県や町の防災担当の

方から普段からの防災に対する心構えについて、

具体的には非常食の準備であるとか、防災用の袋

の準備であるとかについてご指導をいただきまし

た。県も町も、非常時に備えていろいろと備蓄し

ていることを知って子どもたちはとても感心して

いました。この写真はちょっと小さくて見辛いん

ですけども、県の防災局の方が防災袋について紙

芝居をして下さっている場面です。小さな紙芝居

でしたが、子どもたちは真剣に聞いておりました。

この学習にあたり、県の防災局から非常食を２種

類頂きました。いずれも缶詰でしたが、一つは肉

じゃがで、もう一つはウインナーでした。そのう

ちの肉じゃがを給食時間にみんなで試食している

写真です。いつもの給食よりいただいた肉じゃが

のほうがとても興味があったようでして、真っ先

に箸をつついている子どもの様子がよく伝わって

きます。量はちょっと少なかったんですが、とて

もおいしいというふうに子どもたちは言っており

ました。これらは、県からいただいた備蓄食糧の

缶詰です。ウインナーと肉じゃがです。ウインナ

ーのほうは家に持って帰って、家族と一緒に避難

訓練の話をしたりしながら食べてもらいました。

今度は学校の職員にいろいろアンケートしたんで

すけども、ほとんどの職員がただ避難するだけの

訓練だけではなくて、それ以外の取り組みも継続

的に実施していく必要があるというふうに回答し
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ております。今後は、煙体験であるとか応急手当、

それから被災者に体験談を聞く、そういったこと

の学習もぜひ取り入れてみたいと思います。その

時の感想を児童の一人はこのように書いておりま

したので紹介します。「お母さんが『地震があっ

た時、お母さんのお腹にいたんだよ。ちょうど、

ご飯を食べようとした時グラッと揺れて、あわて

てテーブルに隠れたよ。ものすごく驚いたし、怖

かったよ』と話してくれた。お母さんは、押入れ

から非常用持出袋を取り出し、軍手、スリッパ、

ナイロンシーツ、懐中電灯、笛、水を入れるもの、

携帯を入れる袋が入っていた。そして、今日もらっ

たウインナーも入れておいた」このように学校の

避難訓練の学習を家庭でも話題とし、家庭での取

り組みを一歩も二歩も進めていただける地域をと

てもありがたく思います。そして、いよいよ今年

度ですけども、明後日 10 月 7 日に避難訓練の予

定をしておりますが、今年度のテーマは児童にも

できる応急手当ということがテーマです。実際に

は、江府消防のほうから講師を派遣していただい

て教えていただく予定にしております。そして、

家庭にそのことを持ち帰り、家族を巻き込んだも

のにできたらなあというふうに思っています。簡

単でしたが、以上で黒坂小学校の地震に係わる防

災教育の取り組みについての紹介を終わりたいと

思います。最後になりましたが、これらの実践に

あたり鳥取短期大学の浅井秀子准教授にとても手

厚いご指導をいただきましたことをここでご紹介

し、感謝の意をお伝えしたいと思います。誠にあ

りがとうございました。さらに最後までご清聴い

ただきまして誠にありがとうございました。

○司会
ありがとうございました。最後に、「地域の特

性を活かした防災教育の取組」について、鳥取短

期大学准教授浅井秀子様より発表していただきま

す。それでは、よろしくお願いいたします。

○浅井 秀子（鳥取短期大学准教授）

ただいま、ご紹介に預か

りました鳥取短期大学の浅

井と言います。よろしく

お願いします。私のほう

からは、「地域特性を活か

した防災教育の取り組み」について、鳥取県内

で 2007 年度より行っております防災教育のご紹

介をいたします。このような研究をするきっかけ

は、実は鳥取県西部地震から住宅再建における公

的支援に係わるような研究をしておりました。こ

こ近年、5 年ぐらいになると思いますが、小学校

を中心とした防災教育というものも必要ではない

かということで行っているものです。そのために

2007 年度からのご紹介になります。まず、大き

く 3 つの内容についてご紹介したいと思います。

１番目としては教科の中に取り組んだような形の

地域連携型の防災体験学習ということで、倉吉市

内の小学校で行っている取り組み。それと、その

小学校区に入っている地域を巻き込んだ取り組

み。2 番目が、防災学習教材を用いた避難訓練に

係わるような取り組みということで、黒坂小学校。

3 番目が、昨年度から始めましたが、地域への啓

発活動というような形で、倉吉市内の小学校が

14 ありますが、そこを対象とした小学生防災カ

ルタコンクールについて発表したいと思います。

まず、倉吉市内の小学校です。こちらは、中心地

に位置しているところでして、全児童としては

158 名。これは昨年度の人数ですが、6 クラスと

いうことなので１学年１クラスという状態です。

だいたい 4 年生ぐらいから地域と連携した授業

を行っています。これは簡単に倉吉の説明ですが、

ちょうどこの辺りが黒坂、日野町になりますから、

ここになります。ちょうど中心あたりということ
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で、さらに中心部に位置するところです。ここの

小学校を選んだ理由としましては、短大の学生を

連れて出たかったということもありましたので、

往復にあまり時間が掛からないところであって、

だいたい１学年あたり 50 人程度のところで 4、5

年生が協力してもらえるようなところ。それと地

域として連携的に地域自体が小学校に対して取り

組みとか繋がりが強いようなところというのを探

しておりました。最後に、単年度ではなく継続的

に見込める小学校を探すということで一応この小

学校を選びました。2007 年の時には、防災マッ

プを作ったり紙ぶるるを作ったりしながら、少し

地域や防災について勉強しましょうかということ

で特に防災に特化したような形ではありませんで

した。2 回目にはこの “ 紙ぶるる ” を作っていま

すので、建物の仕組みや、鳥取県の防災の取り組

みというようなもの、あるいはこの一番下の防災

ビデオといわれるのは、これは他県のものでした

が、それらを見ながら少し防災に関する勉強をし

てみましょうというのが右側になります。2008

年の場合は、「じゃあ少し教材に係わるものとい

うことでカルタを作ってみましょう」ということ

で、これは２回に分けて作りました。この時には、

まずは読み札を作り、次に絵札を作るというよう

な形です。読み札を作る時に、もう少し勉強もし

ましょうということで行いました。これ同じ学年

です。当時４年生でマップを作った学年が 5 年生

に上がって、同じ学年ではありますが、もう１回

勉強しましょうということで、こういう簡単な地

震の起こる仕組みや、建物の仕組みのようなこと

を勉強しながら読み札を作っていきました。次は、

絵札を作っていくということで、特にこのあたり

が書き上がった絵札ですが、子どもらしい作品が

あって、今こういうふうに彼女一が生懸命塗っ

ていますが、特に大人が恣意的に手を加えている

ようなものでもありません。昨年度ですけども、

これは生保会社の全国のコンクールにマップを作っ

て出してみようかという、これは私を含めて大人

の作戦ではありましたが、防災マップ作りをしま

した。それも 4 年生が 2007 年から始まっている

学年でしたので、カルタもその前の年にでき上

がっていましたから、カルタ取りをしながら、少

しもう一回防災マップを作るということになるの

ですが。改めてどういうことを勉強したらいいの

か、どういうマップを作ったらいいのかというこ

とをまず自分たちで考えてみましょうということ

から始めて準備をしました。あまりこういうこと

について調べてみましょうというわけではなく

て、このグループごとにちょっと考えてみましょ

うかという提案をしました。それによってでき上

がったものはこの下ですが、火災に関するもので

す。それから、水害に関するものです。それをも

しかしてすごろくみたいにしたら分かり易いかも

しれないなあ等。こういうものではないといけな

いというようなものではなくて、子どもたちがあ

るいは学生がいろんなアイデアを出しながら考え

たものです。次に、この小学校が校区として抱え

ているこの伝建地区と言われる伝統的建造物保存

地区というところで倉吉の町並み保存会という会

がありまして、そちらの方と一緒に、これは小学

生と一緒にが行ったわけではないですが、短大生

と行いました。学生と専門家と言われる方ですか

ら、建築士会の方、あるいは行政の方にお願いし

てのマップ作りでした。残念ながら、これはまだ

製作物としてはできてはないのですが、ちょっと

予算の関係もあったりしまして、そのままには

なっています。このような形で、同じような校区

の中にある大人の方、それから小学生というよう

な形でこの防災学習を重ねていきました。これ

が、倉吉の取り組みになります。ここではやはり

この今回の鳥取県西部地震には直接関係のない地

域でしたので、どういう形で防災というのを考え
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ていくといいのかということで、まずは地域の勉

強をしてみましょうとか、地域で何か問題になる

ようなところをちょっと抽出してみましょうかと

いうような形で、あまり地震だとか、実は倉吉の

この地区は水害のひどい地区ですので、あまりそ

ういう地震災害ばかりに捉われないような取り組

みをしました。次は、黒坂小学校の事例で、これ

は先ほど丁寧にご紹介いただきましたので、ちょっ

と簡単に見ていただく形にしようかなあとは思い

ます。これは、先ほどありました緊急地震速報に

よる避難訓練ということで、こちらの小学校に関

してはこういう取り組みをされたらどうでしょう

と私が提案しただけで、それに関しては先ほど説

明をされました内田教頭先生がいろいろ「ウチの

小学校としてはこういうふうに防災教育とか避難

訓練に関して考えている」というふうに言ってお

られましたので、その範囲内でお願いしたことで

取り入れていただけるようなことがあったら一緒

にやらせていただけませんかということでさせて

いただきました。これが、ちょうどこの 2008 年

から先ほどの丁寧に説明がありました内容になり

ます。そこでは備蓄に関することで、紙芝居を

使ったほうが、学年が全学年でしたから分かり易

いだろうということで行ったものです。当日いろ

んなハプニングがあって、こんな小さなものに

なってしまいました。現在このホールの外にでき

上がったものがありますので、もしよろしければ

見ていただけたらと思います。それでこれが実際

のものです。当日の紙芝居をした時には枚数が少

なかったのですが、何となく「あっ、これも入れ

たいな。あれも入れたいな」ということで、どん

どん話が広がってたぶん 16 枚になってしまいま

した。最後になりますが、地域への啓発活動とし

て昨年度から倉吉市内の小学校で防災カルタのコ

ンクールをしております。これが募集要項ですが、

３年生以上ということで 14 の公立小学校に出し

ました。それで、ちょっと色を変えていますとこ

ろのテーマの真中あたりですが、特に倉吉に関係

ある風景や地名が入っているほうが望ましいとい

うことで、例えば赤瓦とか白壁土蔵群とか打吹山

とか天神川とか、子どもが感じるその地域のこと

を取り上げて欲しいということで応募要項を作り

ました。それによって、でき上がったものはこれ

になります。これは、一番上が最優秀を取ったも

ので、打吹というのは倉吉市の打吹山というのが

象徴的な山ですので、それが入っているというこ

とと、それと毎年 4 月ぐらいに陸上大会があって、

そちらの大会会場から打吹山が見えて、それでみ

んながこういう風景はよく思い浮かべる風景だと

いうことで、審査委員長の方は倉吉地区の小学校

の校長会の会長の先生にお世話になりますが、こ

の校長先生の一押しの作品でした。下のほうが優

秀賞ですが、これは赤瓦ということで地域が入っ

ているということです。こちらですけども、これ

は全応募作品です。これは、審査員をお願いしよ

うとしていた先生が「せっかくだから、カルタに

ならない作品に関してもみんなに見ていただく機

会があったほうがいいだろう」ということを提案

していただいたために、こういうものを作りまし

た。

今後の取り組みとしては、避難訓練に関する防

災学習は、いま黒坂小学校からはお話がありまし

たけども、地域連携型の防災体験学習としては、

倉吉市内で昨年度の防災カルタのコンクールで最

優秀を取った小学校の協力を得て、今月の 19 日

に防災体験学習を行います。そこではその時に、

避難訓練に係わるようなこともしたいと言われま

したので、ここでは半日掛かりぐらいの体験授業

を行います。それと黒坂小学校では応急手当を

使ったような避難訓練ということで、これは消防

庁が今年度作りました「チャレンジ防災 48」と

いうものを使って、江府消防署にお世話になって
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しようと考えています。それから、これは今まで

ずっと倉吉でしていた小学校が、この度は住教育

をしたいと言われて、防災教育は住教育に含まれ

るという形なので、現在グリーンカーテン作りと

いうことで行っています。それと最後に、地域へ

の啓発活動として第 2 回目の小学生の防災カルタ

コンクールというのを行いまして、１週間ぐらい

前に審査会をしまして、一応今年も最優秀賞、優

秀賞、奨励賞というような形で審査を行いました。

最後ですが、防災教育の取り組みの課題としま

して、なかなか時間をどう捻出していくのかとい

う部分と、避難訓練が中心のためになかなか県内

も含めて全国的に防災教育というのは取り組みと

しては難しいというのが現状ですが、それをどの

ように授業の中で取り入れたり、時間を調整した

りしていくかということが必要だろうということ

と、それとその次に書かせていただいているのは

何年生を対象にするとか、あるいはどういう内容

かというようなこと、また地域によって水害が多

いとか、あるいは津波が多いとかというそういう

地域性もありますから、それを考えながら指導し

ていくことも必要だろうということ等が挙げられ

ます。

これらのことから、やはり地域、あるいは行政

と連帯したような一体的な取り組みというのが必

要で、そしてこれをどういう形でコーディネート

していけば一番有効になるのかというところが今

後の課題でもあります。これからどういう形でプ

ログラムを作っていこうとするのかというのもま

だまだ取り組み段階としては浅いので、まだはっ

きり分かってはいないことですが、今後またいろ

いろな形で活動を続けることで、少しずつでも広

がっていくことを願っています。以上で終わりま

す。

○司会
ありがとうございまし

た。なお、先ほどの浅井秀

子様の発表にありました防

災マップや防災カルタにつ

きましては、入口ホールに

展示しておりますのでぜひご覧下さい。

以上をもちまして、4 組の皆様による防災学習

取組発表を終了いたします。発表者の皆様はご起

立下さい。いま一度、発表者の皆様に盛大な拍手

をお願いいたします。ありがとうございました、

ご着席下さい。それでは只今から、休憩に入らせ

ていただきます。次の公開車座座談会・討論会は、

2 時 30 分より山村開発センター１階大集会室で

行います。会場をお間違えにならないよう、お気

を付けください。また、県民カレッジを受講され

ている方にご案内いたします。受講シールをお渡

ししますので、受付にてお受け取りください。そ

れでは皆様、会場出口へお進みください。

（終わり）



「育てよう・災害からコミュニティ守る『地域力』」

公開車座座談会・討論会
フォーラム概要
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○山中 茂樹（関西大学教授）

関西学院大学の山中でございます。防災取組に

引き続きまして、公開車座座談会を始めたいと思

います。最初にレスキューストックヤードの松田

さんに開催の趣旨説明を含めて挨拶をお願いしま

す。

○松田 曜子（レスキューストックヤード

事務局長）

皆さん、はじめまして。私は、名古屋から来ま

したレスキューストックヤードという災害救援の

NPO 法人の事務局長をしております松田曜子と

申します。この車座トークは毎年１月に開いてい

ますが、私は前回、今年の１月から参加させても

らいました。各被災地から一人ないしそれ以上の

方がお集まりいただいて、このように囲んでいろ

んなことを話してもらうという企画で、私自身は

2007 年にこの名古屋の NPO に入って、すぐ能登

半島地震の被災地である穴水に行きました。そこ

で学んだ事もさることながらやっぱり皆さんの知

恵とか、それから 10 年、今年の 1 月で 15 年だっ

たんですけども神戸の教訓と 15 年経ったなりの

課題、そして中山間地域で起きた災害の課題とい

うものが物凄い一杯まな板の上に載って、きちん

と刻めずに終わってしまったという印象が残って

います。それでも、やっぱりそこから得たのは何

かいろんなこの災害の持つ教訓の中で、きちんと

一つずつ取り上げてみんなで知恵を寄せ合うとい

うことが必要じゃないかという事がわかりまし

た。今回はそれを踏まえた次の車座座談会という

ことで、この鳥取県中越地震の被災地であります

日野町に場所を移しまして、今回も皆さんから是

非いろんな話題を出していただきたいというふう

に思っています。今日、私は記録を務めますので、

どうぞよろしくお願いします。

○山中
初めにこういう企画をした趣旨を説明しておき

ます。公開の車座座談会のようなものを関西学院

大学の災害復興制度研究所が始めましたのは、阪

神・淡路大震災からちょうど 10 年目の 2005 年

からです。狙いは、いろんな震災体験をいろんな

被災地でなさっているけれど、それぞれの交流が

ない。いろんな知恵が被災地で生れているし、復

興リーダーも登場している。ここに今日のお集ま

りいただいているような方々です。ですが、連携

がない。そういう人たちを是非繋ぎ合わせていき

たいということが第１点です。もう１点は、災害

にはいろんな顔があると言います通り、みなさん、

いろんな被災対験をし、それぞれに災害対応を

やっておられる。しかし、現実の法制度とか社会

システムがそれについていっていない。そこで、

10 月 5日 公開車座座談会・討論会
（日野町山村開発センター）
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被災実態と現行の社会システムとの乖離と言いま

すか、つまり開きですね。どんなシステムや制度

があれば被災者たちが助かるのか、あるいは地域

の防災が上手くいくのかということを、こういっ

た場をもって交流し、検討してみたい。その結果

を皆さん、それぞれ被災地にお持ち帰りいただい

て、各地に拡げていただく。そういう狙いで始め

たんですね。ところが、各地で災害が続発し、集

まる方もどんどん増えて、なかなか一日の会議で

は消化しきれない状況になってきた。これは悲し

むべき事なんでしょうけど、いろんな知恵のある

人たちが各地に生まれてきているということは、

別の意味で喜ぶべき事なのかなあという気もいた

しております。実は今年の 1 月、関学で開催し

た全国被災地交流集会が終わった後、司会をお願

いした松田さんと「年に１回の集会では議論が尽

くされないね。今年から年度の途中に被災した現

地へ出掛けて一つ一つの課題を深めて行こうか」

という話になったわけです。今年は鳥取県西部地

震から 10 年。しかも鳥取県西部地震というのは

阪神・淡路大震災で提起された被災者に対する住

宅再建支援をどうするのかという大きな課題を引

き継ぎ、法的支援という道を切り拓いてくれたエ

ポックメイキングな災害であったわけですね。も

う一つは、阪神・淡路大震災が大都市型の災害で

あるとするならば、こちらは中山間地の災害。わ

れわれの体験とはまた違う災害に立ち向かい、ど

う立ち直っていったのか。また、外部支援者と地

元の人たちがどう交流し、外からの知恵をどう包

み込んでいくのかという課題についても鳥取県は

上手く消化され、我々に手本として示された地域

だと思うんですね。今度総務大臣になられた片山

知事が当時、「人こそインフラである」という名

言を残された。「人が一番大切だ。家って大切だ」

というテーマを中山間地災害の中で我々に提示し

ていただいた。こういったことを少し深めていき

たいと思っています。とはいえ、いろんな課題が

あるわけですね。物事は、なかなかバラ色の未来

を切り拓くようには進みません。そういった点を

今日は深めたいと思っています。テーマとして 4

つぐらい話題を用意しております。1 つは、「人

こそインフラ」という問題。それから、住宅再建

支援の問題。3 つ目としては、中山間地域として

の財政問題。防災復興も、やっぱりお金が要ると

いうことでなかなか国庫からは出ません。法律で

しっかり決まっているのは復旧だけです。そこの

ところをどうするかという問題。それから、温か

い地域性はあるのだけれども、なかなか外部から

の支援を受け入れ難く、他地域とどうやって繋

がっているのかという問題です。新潟で生れた言

葉で「よそ者・若者・ばか者」という言葉がある

んですね。そういう人たちが震災バネ、復興バネ

になるといわれているのですけれども。中山間地

域の方が「よそ者」と、どういうふうに連携ある

いは交流していくのかという課題、この辺が一番

大きな課題かなと考えています。最後に、そうは

言っても中山間地問題というのは大きな日本の過

疎問題と連動しています。そこの本質的な体質改

善がなければ、なかなか防災復興も上手くいかな

い。とはいえ日本は今や、東京一極集中です。そ

の先をどう考えていけばいいのか。ただ、そこま

で議論ができるのかどうか、これだけの論客が

揃っていますので、簡単には最後の話題までたど

りつけないのかなと思いますけれども、最後に少

し押してもそのあたりまで話ができればいいなと

思っています。誠に申し訳ないんですけども、あ

る程度キーパーソンの方にご発言をお願いしてい

るんですけれど、時間が何せありませんので、パ

ソコンが勝手に 5 分経つとチンと音が出します。

そこになったらそろそろ止めなきゃいけないなと

いうふうに思っていただいて、バトンタッチして

いただいて、次のところでまた発言いただくとい
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うふうにしたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。その前に事務的な連絡です。こういう

ものを、出席簿でございます。恐縮ではあります

が回しますので、皆さん、お名前とお仕事をお書

きください。こっちから回しますので。では、最

初に鳥取県日野町は震災が起きてもあまり人口が

減らなかった。「人こそインフラである」という

教訓があったかと思いますけれども、町長からで

すね、鳥取県西部地震の教訓とどういうふうにし

て災害を乗り切られたのかというあたりのお話を

少しいただければと思います。そこを口火にして

議論を始めたいと思います。

○景山 享弘（日野町長）

はい、ありがとうございます。ご紹介いただ

きました日野町長の景山でございます。ちょう

ど明日で 10 年を迎えるわけでございますけれど

も、鳥取県西部大地震で一番大きな被害を受けた

のが我が日野町でございます。その後、日野町は

どうなっておるのかというあたりも皆さんは興味

があろうと思いますけれども、今おっしゃいます

ように人口の問題につきましては、その当時の町

長も一生懸命になって片山知事と共にこの町から

地震の後、人口が急激に減るということを非常に

恐れられまして、目標としては一人も減らしちゃ

いけないということで住宅再建に非常に力を入れ

て、全国で初めて 300 万の支援ということに向

かわれたわけでございます。国の大きな抵抗をも

とにして、片山知事が頑張られたわけでございま

すが、その後本当に人口といたしましては、2 年

くらいは、ほとんど人口は減っておりません。統

計を見ますと。しかしながら、3 年後に復興宣言

を当時の日野町は行いましたけれども、復興宣言

をやったとたんに人口減が始まりまして、10 年

前と今現在を比べますと今現在 3,850 人ぐらいで

すかね。だいたい 800 人減っとるんですよ。と

いうことは復興宣言やってから 8 年、だいたい 1

年に 100 人見当ずつ減っておると。これは何が

原因かと言いますと、やっぱり高齢化率が非常に

高い。今 42％ですかね。高齢化率が高いという

ことですので、やっぱり人間は 100 も 200 も生

きられんわけでございますので、ある程度の歳を

取ったら、お迎えにはお断りなく皆さんが乗って

逝かれるということの結果だと私は思っておりま

す。そういうことで確かに大きな影響はありまし

た。住宅再建資金の問題は、これには大きく感謝

をしております。その後、さっきもお話がありま

したように、過疎化の大きな波に洗われておりま

して、今非常に我が日野町におきましては苦戦を

強いられておるということでございます。これを

いかに止めていくのかというのが、これからの向

こう 10 年の大きな課題であろうと、こう思って

いるところでございます。長く話をするなという

ことでございますので、このあたりでまず、とり

あえずは。

○山中
いえいえ、町長には 10 分程度、お話しいただ

こうと思っていたんですけれども。また、後ほど

お話いただくということで。今、住宅再建支援の

話題が出ました。ここにいらっしゃる皆さんはほ

とんどご存知だと思いますけれども、阪神・淡路

大震災でいわゆる住宅再建支援に国から公金を出

せないかという運動が起こったわけですけれど

も、私有財産は自己責任であるということでなか

なか出なかったんですね。ところが、鳥取県西部

地震で 300 万円というお金を鳥取県と地元自治

体、それからご本人の負担もあるところもありま

したけれども出たということで、私も震災直後、

それから 5 年目、この地へお邪魔しましたけれ

ども、この支援があった故に「地域から出ずにが

んばる」という人たちが大勢いらっしゃった。あ



鳥取県西部地震から10年目フォーラム

26

公開車座座談会討論会

るいは一時的に境港等へ避難されたけど、また

戻って来られたという方がいらっしゃったという

ことで、効果があったのかなというふうに思って

います。ただ、後で議論になっていくと思います

が、日野町はそこで個人負担まで負担されたので

すよね。300 万円まるっきし全壊の方、建て替え

る方にはご支援をすると。非常に決断のいる措置

であったわけです。ただ、しかし、そうは言って

も復興宣言をした後から、段々人口減ってきたと

いうお話でした。同じように、2004 年に起きた

新潟県中越地震、それから 2000 年にあった三宅

島噴火災害とあるわけですけれども、そこでもい

ろんな問題が起こって、いずれも「帰ろう」とい

うことが大きなテーマだったわけです。そこのあ

たりがどうなっているのか、新潟県中越地震の復

興市民会議代表なさっている稲垣さん、それから

ネットワーク三宅島代表の宮下さんに少しお話を

いただこうかと思います。

○稲垣 文彦（中越復興市民会議代表）

はい。ご紹介いただきました新潟から参りまし

た中越復興市民会議の稲垣でございます。よろし

くお願いします。今、山中先生からお話がありま

したように、2004 年でございますので６年前に

なりますけれども、中越地震が起きました。阪神

淡路それから鳥取県西部の様々な教訓が活かされ

て、我々中越地震というのは三男坊でございます

ので、そういった意味では住宅再建に関しては

300 万までの支援法による住宅支援というのはご

ざいませんでしたけども、新潟県も頑張りまして

100 万という横出しをやったりとか、あるいはそ

ういった苦労が実って、阪神淡路の方がもちろん

最初に始めたわけですけども、被災者生活再建支

援法が変わっていったという話でございます。た

だ、実は中越の場合ですと基本的には中山間地の

地震災害であったわけでございますけども、ここ

で今の復興の課題となっているのが、地震によっ

て人口流出が起きてしまったわけでございます。

コミュニティの再生に関して、一つは防災集団移

転という制度を使った小千谷市というところと、

それから、今、長岡市になっておりますけども山

古志村ですね。こちらほうが小規模宅地改良事業

ということでコミュニティ再建を図っていったわ

けでございます。防災集団移転であると、いわゆ

る町に出たほうが良い。移転場所の土地を安く購

入できるとかというような有利なことがありまし

て、そういうような制度でございましたので、ど

うしても町に出易くなってしまったということが

あった。それから山古志のほうは小規模宅地改良

事業でございますので、できるだけ村に残るよう

にというような施策というふうに言われておりま

したけども、結果的には実は防災集団移転事業を

行った小千谷の東山という地域も、それから山古

志の大きな被害を受けた地域も実は結果的には約

５割の人口になってしまったということで、実は

その選択、「小規模宅地と防災集団移転というも

のがどうだ」と当時は論争になりましたけれども、

結果的には変わっていないというところでござい

ます。現在は、我々はいわゆるその人口 5 割に

なったというような中山間地集落の中で、一説

によれば「15 年から 20 年過疎高齢化の時計の針

を早めた」と言われておりますので。という意味

では最先端の過疎地でございますので、そういう

中で今過疎をどうやったら解決できるんだろうと

か、あるいはこの集落をどうやったら持続できる

んだろうということを復興の取り組みの中で様々

なかたちで取り組んでいるというふうに思ってお

ります。そんなような現状でございます。これは

先の議論になってしまうんだろうと思うんですけ

ども、その人口流出を止める復興支援策っていう

のは、なかなか正直難しいんだろうなあというふ

うには思っています。実際には災害があってから
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復興でどうこうというよりも、その災害前にしっ

かりとやっぱりその住民と基礎自治体が町づくり

を行っていく。あるいはニワトリが先か卵が先か

という話になりますけれど、基本的には今の地域

主権というようなそういった流れが生まれてこな

い限りは、やはり地方は正直なところやっぱりこ

の過疎高齢化というものの流れは止まっていかな

いんではないかなと。その根本的ないわゆる国の

形をどうするんだという議論がなければ、実はそ

の災害があってからのその後、復興施策というだ

けではこの人口流出という問題は止まっていかな

いのではないかなあというふうには感じていると

ころでございます。話題提供というところで、こ

んなところでございましょうか。

○山中
稲垣さんは明日、泉田新潟県知事をお迎えして

行われるフォーラムでまたご発言いただくという

ことで、今の話が明日深められるのかなという気

がいたしております。今ちょっと出ました小規模

住宅地区改良事業と集団防災移転事業。二通りの

少し難しい言葉が出ましたけれども、簡単に説明

すると小規模住宅地区改良事業というのは行政が

宅地を買い上げてあげて、そこに公営住宅を造る

なり分譲をするという形でなるべくそこに人を残

そうという事業ですね。防災集団移転というのは、

やっぱり危ない、この地域は危ないから皆さん平

地へ降りてくださいっていう形で移転することに

重点を置いた支援策です。新潟県中越地震で小千

谷市で、被災した東山地区にこの防災集団移転事

業が適用され、地域の半分の人が残って、半分の

人が出て行った。集落が割れたということで当時

「冷たい施策だ。残る人に対しては何らの政策が

ない」と問題になったんですね。一方、旧山古志

村（現長岡市）のほうは映画「マリと子犬たちの

物語」ですか。当時有名になった長島村長（現衆

院議員）さんが、「帰ろう、山古志へ」という合

言葉をスローガンに掲げられて話題になったんで

すけども、結局は今の話だと戻る人は少なかった

ということです。当時の７割ぐらいですね。直後

でも７割止まりなんですね。全部は帰らなかった

ということでありました。結局は「平地のほうが

いい」という若い人たちの選択が勝ったんでしょ

うけれども。その話はもう一度また日野町長にお

返しすることとして、少し形の違う離島ですね、

伊豆七島の中では三宅島というのがあります。最

近では 2,000 年に噴火をいたしました。ここも４

年半にわたって全島民が避難をするんですね。非

常に苦難な避難生活でありました。今年は噴火か

ら10年、復帰5年ですか。そう言った中でテレビ、

新聞にもたびたび登場していらっしゃる宮下さん

です。少し三宅島の現状等、たぶん全部帰ってい

ないと思いますので、そのあたり「なぜ」ってい

うあたりを少しお話しいただきたいと思います。

○宮下 加奈（ネットワーク三宅島代表）

今ご紹介いただきましたネットワーク三宅島の

代表を務めております宮下です。どうぞよろしく

お願いいたします。今、山中先生のお話からもあ

りましたが、三宅島の一番最近の噴火は 10 年前

の2,000年6月。2000年噴火災害の大きな特徴は、

長期間に亘り自宅や生業地である三宅島を離れて

全島民が避難生活を送ったことです。これが４年

５ヶ月という非常に長い期間でありました。人口

の推移ですが、災害当時約 3,800 人いた島民が今

では 2,800 人。帰島率にすると約７割程度という

ふうになっています。帰島が開始された 2005 年

の２月から現在までのピーク時で 2,900 人です。

なぜ島に帰らなくなってしまったか、そこまで人

口が減ってしまったのかという理由は、避難が長

期化したということにあると思います。島外避難

していても、日々の生活はしなければならない。
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島では農業や漁業、観光業が主な産業です。当然、

生業は三宅島内に存在します。そのため、島を離

れて生活をするということは、生活の糧を失うの

と等しいことになります。子どもの教育や住宅ロ

ーン、事業の借入金など事情は様々ですが、生き

ていくためには仕事を探して経済活動を続けなけ

ればなりません。特にそういう事情を抱える働き

世代の人たちは、一時的に習得したはずの仕事が

手放せない状況になりました。また、長引く避難

生活や噴火の再発生など、島の生活に対する不安

が払拭しきれず、帰島することを断念し、東京に

残らざるを得なかったというのがひとつ。先ほど

日野町長もおっしゃっていましたが、三宅島も非

常に過疎高齢化しております。実は高齢者ほど生

まれ育った地に愛着があり島に帰りたいと思いま

す。けれども、高齢者が長期避難中に島の医療体

制では治療できないような病気になってしまっ

た。近くに大きな病院があり、いつでも充分な治

療を受けられる環境が捨てられない。年齢と共に

体力の限界を感じて島での生活が不安になってし

まった。このような医療問題が一つ。

働き世代の若い人たちが島外に生活の場を作ら

ざるを得なかった理由の一つとして、子どもの教

育問題もあります。島の子ども達は大学への進学

や就職といった理由で、ある程度の年齢に達した

ら島を出ることがほとんどです。それがほんの少

し早まってしまったと思えばそれまでですが、子

どもが帰らなければ当然そのご家族、親御さんも

帰れなくなります。これらのことが、災害後の人

口減少の要因ではないかと思っています。どうし

たら、この人口流出を止められるのかというのは

非常に難しいと思いますが、今回の三宅島の災害

で大きく分かった事は、仕事がなければ、産業が

再開しなければ、人々の生活も復興し得ないとい

うことなのではと私は思います。それだけではな

い問題もたくさんあると思うんですが、私はこん

なふうに三宅島の災害については感じています。

○山中
ありがとうございます。最初は日野の景山町長

から住まいのお話が出ました。それから仕事の話。

教育の話。一般的に医職住とか、医職習と言いま

すけれども、「医」というのは医療の医です。「職」

というのは職業、仕事ですね。「習」というのは

学習の習、教育。あるいは「住」は住まい。この

４要素が戻らないとなかなか復興は成り立たない

というふうに言われていますが、今のお話では、

どうもそれだけではないようですね。過疎が進ん

でからでは、なかなか難しい問題があるようです。

その話はもう少し深めてから話を展開しなければ

ならないんですけれども、今の新潟と三宅のお話

を聞かれて、日野町長、少し感想等ご意見等あれ

ばお聞かせ願えますでしょうか。

○景山
今、お二方のお話を聞いたんですけれども、日

野町の地震、本当に大きな地震だったんですけれ

ども、幸か不幸か今お話を聞いたような厳しい現

実というものは、私は本当に少なかったんじゃな

いかなあと思います。かなりの方がまだ帰ってお

られない。帰るにもなかなか帰りようがない。い

わゆる仕事がない。これは過疎化の現実として、

我が日野町においても同じようなことが言えまし

て、若い人たちが先般もこういう会をやりまして

「帰りたい」と。こういう人情も豊かだし、自然

もいいし、食べるものも結構なものを食べられる

と。こういう地域に帰りたいんだけれども、帰る

場がないと言うんですか。仕事がなかなか求めら

れない。私は「あるんじゃないですか」とは言い

ますけども、それは若い人の考えと私らの考えと

はちょっとマッチングしないところがあるんです

けれどもね。しかしながら今、話を聞いてみます
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と、皆さん方もこの町を見られて感じられると思

うんですが、「どこに地震があったの？」という。

ただ空き地が点々としております。そういうこと

で非常に当時の町長と知事が頑張られまして、住

宅再建にもの凄く力を入れたわけでございます。

他に例を見ない資金を投入しながらやってきた結

果だと思うわけです。いざ一度落ち着いてみます

と、全国どこも現れている過疎化の問題が容赦な

く押し寄せていると。じゃあ、これからいつまで

も地震の後遺症のことを思っていてもいけません

ので、これからの 10 年どう生き延びていくかと

いうことになりますと、やっぱり若いたちを受け

入れられるような地域づくりと言うんですか、町

づくりをやらんと、この町の将来は私は見えない

と、こう思っているんです。これが大きなこれか

らの課題であると思います。今、お二方の話を聞

いて、本当に日野町はある面では恵まれた災害で

あったかなあと、こう思いました。

○山中
日野町長が他の被災地よりはそういう苦しみが

少なかったとおっしゃるのは、やはり鳥取大学の

医学部だったでしょうか。震災直後に心のケアが

あまり必要でなかったという話が論文で紹介され

ていましたけれども、それは即、心のケアという

よりも、何が一番被災者の人に不足しているのか

ということを考えたら住宅だということで、住宅

再建支援が始まったと言われていますね。そうさ

れた鳥取県では復興基金制度ですかね。住宅再建

支援基金制度ですかね、今作っていらっしゃるの

は。災害の後に各自治体はいろんな制度を作るん

ですけど、大概はその災害限り。暫定的な処置で

あるということで条例にもならないケースが多い

んですけれども、鳥取県の場合はそれを恒久制度

として作られた。そのあたりを今後どういうふう

に運用していかれるのかというところを大場さん

からご紹介いただければと思います。

○大場 尚志（鳥取県防災監）

県の防災監をしております大場でございます。

今、山中先生からご紹介がありましたように、西

部地震の時に住宅再建支援のために独自の制度を

設けました。これを一過性のものに終わらせず恒

常的なものにするということで、平成 13 年に鳥

取県被災者住宅再建支援条例というものを制定い

たしまして、基本的には全県で 10 戸以上の住宅

が全壊するような災害があった場合には、その災

害によって被害を受けて半壊以上した住宅の新築

あるいは増改築には、300 万円を上限に支援をす

る。そして、それ以下の一部破損の補修について

も、150 万円を上限に支援をするという制度を設

けました。

これは市町村との共同事業でして、費用の半分

を県が出すということでやりたいと市町村とも話

をしまして、県と市町村がその財源を確保しよう、

お金を出し合って基金を作ろうということになり

ました。市町村からお金を出していただいて県が

受け入れ、県の負担金とともに積み立て、被災者

住宅再建支援基金というものを 50 億円を目標に

して 25 年間で作ろうとしました。平成 37 年ま

でに造成しようということで、毎年２億円ずつ、

県が１億円、市町村が１億円ずつ積み立てており

ました。

その後、先ほどお話がありましたように、国の

制度ができました。国も、住宅本体にも再建支援

をするということで、被災者生活再建支援法を改

正されました。平成 19 年のことでございます。

この時に国でできた制度は、全県で 100 戸以上、

または市町村で 10 戸以上の住宅が全壊するよう

な災害について対象にしようというものでした。

住宅が大規模半壊以上の住宅について建設購入に

ついては最大300万、補修については最大200万、
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さらに賃借についても最大 150 万をお出ししま

しょうという制度でした。

そういう国の制度ができたので、県の制度はど

うしようかということで、市町村ともいろいろ相

談をしました。その際、大規模半壊以上しか国の

制度では手当てがされないが、半壊でもかなりの

被害なのに、これについて何もしないでいいのか

ということがありました。そもそも中山間地域が

多い鳥取県では、住宅被害が、先ほどから話が出

ておりますように、地域が衰退するきっかけにな

るわけです。地域の人が出て行かれる、過疎地は

ただでさえ人口流出が激しいのに、そこで生活の

基盤を失った場合はすぐに流出が加速する。そう

いう状況になるのに半壊は手当てをしないという

のは、本県の実態には合わないのではないか、そ

こには何らかの手当てをするべきではないのかと

いう議論がありました。また、賃借については、

鳥取県の場合は、都市部もあるけれども中山間地

域が多いということを踏まえれば、生活の拠点と

して賃借にはそれほど重きを置かなくてもいいん

じゃないかという議論も逆にありました。さらに、

今の県の制度では全県で 10 戸以上の災害で支援

の対象になるのに、例えば全県で 99 戸しか被害

が出ておらず、10 戸以上の住宅が被害を受けた

市町村がなく、9 戸止まりというような場合には、

国の制度の対象にならない。それでいいのかとい

うことがございました。鳥取県は過疎地が多く、

中山間地は人口が少なめですので、一つの市町村

で被災住宅は 10 戸も出ていないけれど、その地

域にとってはかなり大きな被害ということもあり

得るわけです。そういう地域の特性を考えた場合

に、やっぱり国の制度では足りない部分があるだ

ろうということになりました。ただ、今のままで

は国の制度とのバランスも悪いということで、県

の制度を改正して存続するということにいたしま

した。

最終的には、全県で 10 戸以上の住宅が全壊し

た場合に対象にするという、この考え方は従来ど

おりとしました。ですから、国より対象範囲は広

いということです。支援内容についても、建設購

入については大規模半壊以上 300 万というのは

基本的に国と同じでございます。ただし、補修に

ついては半壊以上から対象にしました。これは

最大 200 万というのは国と一緒ですけれど、半

壊の場合でも 100 万の支給はさせていただくこ

とにしております。ただし、賃借については国の

制度と同じで、特に上乗せはしないという対応で

す。国の制度には鳥取県の特徴を踏まえれば多少

足りない部分があるので、そこをカバーするため

に県の制度を改正して存続させたということでご

ざいます。

○山中
皆さんいろいろご意見があると思いますが、と

りあえずは課題出しと言いますか、お話のテーマ

だけを先に出して、それで皆さんに振りたいと思

います。傍聴していらっしゃる皆さんもご意見あ

る場合は挙手をいただいて、自由に発言していた

だきたいと思います。とりあえず、住宅再建支援

についての現在の鳥取県の取り組みというのをご

紹介されました。兵庫県にはフェニックス共済制

度というのがありまして、持ち家の人たちが年間

5,000 円を払えば、家が潰れたら 600 万円の支援

があるという支援システムをやっておりまして、

去年の台風 9 号で佐用町というところが大変被

害を受けましたけれども、ここで随分支給をされ

ました。この共済制度については、片山知事はあ

まり賛成ではないというお話でしたけれども、そ

れぞれの自治体でいろいろ工夫をしていらっしゃ

る。石川県、今日は藤本さんに来ていただいてい

ますけれど、石川県の場合は 770 万円まで県が

支援するというようなシステムを作ったりしてい
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ますね。被災した自治体では国の制度だけではカ

バーしきれない部分を地方の責任としてやってい

ますが、当然、全くない県もありますし、かつて

2004 年の水害の時にあちらこちらの自治体で支

援制度ができたのですが、ほとんど恒久化はされ

ていません。ただ、大方は住まいの支援なんです

ね。先ほどから出ている仕事の問題、それから教

育の問題、いろんな問題が未解決と言いますか、

これから議論を深めなければならないんですけれ

ど。とりあえず財政の問題まで少し進んで、最後

に外部支援と地域の問題。さらに中山間地そのも

のを日本全体でどう考えていくかという部分を深

めたいと思います。とりあえず財政の問題ですが、

鳥取県西部地震での住宅再建支援で 300 万とい

うお金のうち 2 分の 1 が県の支出でしたかね。

残りの 2 分の 1 を町が持って、後の 2 分の１を、

ですから 4 分の 1 は自己負担ということだった

のですが、日野町はそこまで町で出されたという

ことで、財政が非常に悪化したということがあり

ました。その辺について現在はどうなんでしょう

か。ちょっと聞き辛いことですけれども。

○景山
非常に財政の問題をこういう場ですから出して

もいいんですが、実は日野町は夕張がギブアップ

宣言をする半年ぐらい前に既にギブアップ宣言を

やりました。平成 17 年の９月の議会で「もうこ

のままじゃもたない」と。国、県の支援下に入ろ

うという、言わば予告宣言ですか。当時の片山知

事は大変お怒りというですか、ご指摘をいただき

まして、「もう駄目になってからギブアップする

ものであって、もう駄目だからといって投げ出し

たりしてはいかん。自主再建でやりなさい。もう

ちょっと努力しなさいよ」と言って、片山流の叱

咤激励がありまして、当時の長は一週間ほどで前

言を翻して「よし、やろう」ということになって

始めました。なぜそうなったかということは、悪

い事は重なるもんでございまして、日野町は短期

間でいわゆる公共施設をどんどん造っていったん

ですね。道路も大きな道路を２本入れました。林

道と農道でございましたけれども。これにもかな

りの金を注ぎ込みましたし、あらゆるものは過疎

債という有利な資金を使いまして、過疎債です

からいずれはお返しをしないといかんということ

でございますが、そのうち何とかなるだろうとい

う気持ちもあったと思うんですが、目一杯使って

いったわけでございます。私はそれが短期間でや

り過ぎたかなという、やり過ぎというのは言い方

が悪いかもしれませんが、やったということでご

ざいます。ですから、今は私が町長になりまして

からは何もすることがございません。箱ものをも

う建てることもないし、そういう状況でございま

すが、そこにこの震災が追い討ちをかけたわけ

でございます。先ほど話がありましたように 300

万の支援で県が 100 万、町が 100 万、被災者が

100 万というルールをして、日野町以外の町村は

そのルールをきちんと守られたんですが、我が日

野町に於いては、とにかく住宅を再建しないとい

かんということで、その「被災者の 100 万も町

が持ちましょう」ということで、200 万を持った

わけですね。そういうことでどんどんどんどん復

旧が進んだと思います。しかし、それはそれとし

て、お金がそんなにそんなに潤沢にあるわけでは

ございませんので、過去の基金なんかもどんどん

使っていかなくてはならないわけでございます。

使っていってもうほとんど枯渇してしまった。そ

ういうところで県のほうにお願いをして、10 数

億の無利子の融資を受けたわけでございますが、

これも5年据え置き10年償還でございますので、

ちょうど今までの借金を返すピークに県の借入金

が始まるところと重なっちゃったわけでね。それ

で今でも公債比率が非常に高い町で、先般発表
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されましたけれども全国でもワースト 6 位です

ね。昨年は 3 位でしたか。そのうちに新聞にも

載らなくなると思うんですが。非常に高い返済金

を払っているわけですね。だけどこれは約束した

ものですから踏み倒すわけにもいきませんので、

確実に我が町は返しております。そういうことで

本当に苦労はいたしました。しかしながら、皆さ

んにその内情を実は公開したわけです。「日野町

は本当に大変ですよ」ということで、おそらく全

国では初めてではないかと思うんですが、赤字予

算を計上いたしまして、その当時「2 億 5 千万の

赤字になります」と。30 億程度の予算ですから、

２億５千万と言えば約１割近い赤字額です。そう

いうことで「皆で一生懸命になって、こういう厳

しい財政を乗り越えていこう」ということを町民

と一緒になって行政、議会は取り組んだわけでご

ざいます。これが功を奏したと申しますか、順調

に今再建が進んでおります。もう 2、3 年いたし

ますと先ほど言いましたように新聞紙上から日野

町の名が消えてしまうと。寂しいですが、そうい

う状況になろうと思っております。これは町民の

本当に力だったと思います。話したい事はたくさ

んありますが、今鐘が鳴りましたのでこの辺りで

終わらせていただきます。

○山中
災害が地域の持つ脆弱性を顕在化させるという

ことは 3 つの被災地域のお話から分かったと思

うんですね。それに対して鳥取県も新潟県も非常

に手厚い復興支援策を行われた。それは一時的に

は傷口を悪化させるのを防いだけれども、その後

やっぱり体質の問題はなかなか改善されない。こ

ういう問題が分かったのではないかと思うんです

ね。それを解決するという道筋は全国の過疎地が

持っている課題と一緒だろうと。ただ災害で少し

速く進んでしまっただけで。それを逃れるために

合併とか、それからいろんな町おこしをやってい

ます。いろんなところが。今日はお見えになって

いませんけど、この間、岩手宮城内陸地震という

のが起きました。そこの栗駒耕英地区とか、花山

地区というのは大変被害を受けたんですけども、

10 市町が合併した町の中では、ほんの一部の地

域になってしまったんですね。町自体も復興とは

何の関係もないと言ったら言い過ぎかもしれませ

んけれども、そういう中で合併が裏目に出てし

まったという被災地もある。もう一つは財源問題

ですね。財政をどうしていくのか。国の制度では

防災とか復興にはあまりお金が付かない。復旧の

みに原則付くという財政の問題。それから、復旧

でも２年以内にやらなければいけないと。あるい

は事項間流用とか、年度間流用とかはできないと

いう風に非常に使い勝手が悪い。いろんな問題が

あって、民主党政権になって一括交付金にすると

いう問題が出ていますけど、我々も復興交付金制

度というものを提案いたしましたけれども、そう

いう自治体が自由に使えるお金を渡す。いろんな

手があると思います。そのお話を後でちょっとお

伺いするとして、一つとしては単なる復興策を復

興だけに留まらせずに、防災に転用していくとい

うことも当然有効活用になるのかと思います。森

本会長さんは当時被災の時の県の課長さんで、実

際は住宅再建支援を手がけられた方だというのを

お聞きしていますけれども、ほとんどの都道府県

が災害の時に手厚い施策をしても全部撤退して

いっているんですね。鳥取県は珍しくその制度が

恒久化されて残っている。ただし、やっぱり兵庫

県もそうですけれども、単に支援するだけでは

やっぱりやや消極的であると。例えば、人と防災

未来センターというのが兵庫県にございますけれ

ども、そこの研究員をされていた永松さん（現関

西大学准教授）が共済で集めたお金を防災、つま

り耐震改修に融資してはどうかという提案をな
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さったんですけど、そのあたりについていかがで

しょうか。ご意見をお伺いしたいと思うんですが。

○森本 博美（鳥取県建築士会会長）

どうも、ご紹介いただきました今建築士会の会

長をしています森本と言います。当時は住宅課長

をしていまして、それで復興支援策と言いますか、

とにかく住宅施策全般を早く整えて発表しなさい

ということで随分不眠不休で頑張って、それから

片山知事が住宅復興支援をやると言い出して、ま

たそれも要綱を作らなきゃ駄目だったので、ちょ

うど大場さんも文書の仕事をされていましたの

で、大場さんが要綱を実質的には作ってくれたん

ですけども、そういった要綱も、これは全国初め

てだからちょっと見かけのいいやつ、綺麗なやつ

にしなさいと。恥ずかしくないやつ、鳥取県から

出た要綱が後から恥ずかしいようなものじゃ困る

から、ちゃんとしっかりしたものを作りなさいと

発破を掛けられまして。そういった事情はともか

く、片山知事が当時おっしゃった事は、「とにか

く過疎地であるから即地的な施策をしなさい」と、

住宅でもですね。だから今の住宅復興支援も「絶

対よその市町村に移ったりしたら駄目だ」と。日

野から米子に出るとか、境港から米子に来ると

か、それには出さないと、とにかく同一市町村で

住宅を再建する。そういった人にはちゃんと出し

ますということで、そこだけは徹底していました

ね。それから、仮設住宅も 28 戸しか建っていな

いので非常に少ないんですけど、初め話があった

時は 100 戸とか 200 戸とか大きな話が来まして、

すぐプレハブ協会とか呼んで準備しかけたんです

けれども、最終的にはいろんな地域の中に残って

いる土蔵に住まれたり、あるいは作業小屋とか、

そういった集落ですからいろんなものがあって、

親戚に身を寄せられたり。そういうことで 28 戸

で済んだんですけど、仮設住宅もなるべく家の近

くに建ててあげなさいと。その辺の土地について

はとにかく役場の人によく聴いて地域のコミュニ

ティが崩れないように、とにかく何にしても地域

のコミュニティを守るという。さっきの「人のイ

ンフラ」っていう話は、とにかくコミュニティを

守るために人がその場所で仲間と一緒に復興が図

れると、そこを大事にしなさいというのが知事の

話だった。だから我々もそういったことを重点に

復興というか、いろんな施策を打ち出した。それ

が良かったと思います。それで、本来今聞かれた

話はそうじゃなくて、そういった今県が貯めてい

る基金なんかを復興じゃなしに防災に活用できな

いかという話ですけど、それは私よりも大場さん

に聞いてもらったほうがいいような話だと思いま

すけども。やっぱりそれはそうでですね、やっぱ

りちょっと無理じゃないかと。やっぱり災害とい

うのはいつ起こるか分からないし、そういうもの

を県が貯めている基金も手広く対象範囲が広いで

すからね。どんな災害が、地震ばっかりじゃなし

に水害であろうと、どんなものでも起こりますの

で。今頃は土石流とかそんなものも結構ひどいで

すし。だからそういった意味では、あれをちょっ

と運用するというのは難しいのではないかなあと

思いますね。だから、ある意味ではやっぱりもう

ちょっと国のその辺の施策を充実していただいた

方がいいんじゃないかなあと。最終的にはいわゆ

る耐震改修なんかを、ある程度の補助があれば自

らやっていくというのがこういった時代ですか

ら、住宅のリフォーム等もかなり皆さん関心があ

りますので、ちょっとした呼び水と言うか、自分

の家が危険だということが分かりさえすれば、進

むんじゃないかという具合に思っていますけど

ね。一番問題なのはやっぱり喉元過ぎれば熱さを

忘れたり、それから地震は自分の所には来ないと

か、楽観視したり、あるいは全く他人事みたい

思ってしまうと。もう 10 年も経てば。そのへん
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が一番問題ですから、やっぱりある意味では住宅

の改修とか、そういったものはもうちょっと公助

というか、そういったものが充実するのがいいと

いう具合に思っています。

○山中
耐震改修が進まない点については、私どもも調

査をしているんですが、いろんな理由が挙がって

くるんです。けれども、それが果たして本当の理

由なのかどうかはよく分かりません。横浜市では

一時 600 万円出すと言っても、耐震改修がなか

なか進まなかった。お金だけの問題かなあという

感じもしています。阪神・淡路大震災以降、この

15 年間被災地を見て来ると、被害を受けた多く

は脆弱な階層、脆弱な地域。そもそも耐震改修に

手が出ない。生活にゆとりがないという人たちだ

し、出せない人たちです。だいたい月額 6 万、7

万という年金で三畳一間、四畳半一間に住んでい

る。そこの家主さんも 70、80 歳になっている。

こういう人たちに耐震改修といってもそもそも無

理な話です。それから日野町で調査した時、日野

ボランティア・ネットワークの山下さんにご協力

いただいて調査したんですが、一人暮らしのお年

寄りはもう耐震改修じゃなくて補修でいいと。建

て替えをしない。逆にお子さんが帰って来るとい

うところは建て替える。だから継続性、永続性が

自分の家に有るか、無いかによって、随分対策は

違うんですね。耐震改修もおそらく同じなのかな

あという気がしているんです。防災をいくら叫ん

でもやられるところはやられるというのが僕の感

覚で、それよりも地域改善というのが大切じゃな

いかと思うんですけど、この辺になるといろいろ

考え方が分かれてくると思いますので、少し議論

をさせていただきたいと思います。被災者支援に

ついて、全国の自治体調査をというのを研究所の

法制度研究会というところでやっています。メン

バーである津久井さん、何かご意見があればお願

いいたします。兵庫県の弁護士会の津久井先生で

す。

○津久井 進（兵庫県弁護士会副会長）

今、災害復興法制度研究会で行われている研究

を踏まえて発言せよという趣旨ですね。今の流れ

に即して言いますと、法律の役割、制度の役割が

何であるかを考えると分かり易いかも知れませ

ん。法律や制度にはいろんな役割がありますが、

一つは方向性を示すこと、あるべき姿や計画を形

作っていくものです。例えば、片山前知事がコ

ミュニティを守れという方向性を示したことは、

制度の例としてすごく分かり易いと思います。一

方、法律は限界を示す、これ以上は駄目ですよと

規制をする。国の制度は、100 人以下では駄目で

すとか、半壊は駄目ですということで、限界を示

すことにこだわり過ぎているところがありますよ

ね。この制度と法律の二つの役割の違いが、鳥取

の教訓で生まれた生活再建支援法の住宅本体に公

金が使えるようになったところに表れていると思

います。生活再建支援法というネーミングの法律

は阪神淡路の時にできたわけですけれども、この

法律では駄目だということを阪神方面では大合唱

してました。それを鳥取が打ち破ったわけです。

しかし、よく考えてみるとやっぱり何となくお

かしいわけです。名前が生活再建支援法という名

前であるのに、住宅の再建がどうのこうのという

ことばっかりに拘ってやってきた。本来目指すの

は生活の再建でないといけないのに、そうなって

なかったわけですよね。それを鳥取で乗り越えて、

今は住宅の再建までは使えることになっているわ

けですが、本来の名前どおりの役割である生活の

再建をするというところまでまだ行っていない。

これが私たちの共通の課題だと思います。

視点を変えると、点から広がりと言うのでしょ
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うか。住宅というのはあくまでも家であって、そ

れは地域を作る構成体である。あるいはもっと広

く言えば地域社会を作っていく一つの要素なわけ

です。そういう視点が欠けていると。もっと悪く

言うと、家というのを財産だというふうに見てい

たからおかしな話になるわけです。家は住むとこ

ろなんです。当たり前なんですけど。この当たり

前のことが数年前に、ようやく住生活基本法、家

は住むところであって、住むためにどうあるべき

かという基本法という形で確認されました。この

当たり前の発想が今生きているかどうかというと

ころですね。質の転換が単なる財産というものか

ら、住む、生活する、生きていくためのものと再

認識されつつあるわけでね。この流れを何とか生

活再建支援法なり、いろんな諸制度の中で活かし

ていきたい。家を守る、そこから進んで生活を守

る。生活を再建することによって地域を作ってい

く。地域を作っていくということは結局何かと言

うと、人間を支援していくという事になる。人

間って何かと言ったら生活をしていく者ですし、

生活というのは労働環境もあるし、何よりも命も

あると。命を守るということになれば当たり前な

んですけど、今、山中先生がおっしゃったように

耐震改修の問題にも繋がっていくはずですよね。

この一本の流れがあれば、生活再建支援法を良く

していこうという流れはきっと防災の流れにも繋

がるでしょうし、耐震改修の流れにも繋がってい

くだろうと。

○山中
どうしましょうか。再建支援法が必ずしも生活

支援に役に立たなかったという話は三宅では割か

し顕著ですよね。

○宮下
今言いたいことのほとんどを津久井先生がお

話ししてくださいましたので、少し三宅の例をお

話しをさせていただきます。津久井先生がおっ

しゃったとおり今の生活再建支援法という法律

は、改正後、住宅再建支援法というものになって

しまったのではないかと感じています。三宅が災

害を受けた時や、鳥取西部地震で日野町が災害に

あった 10 年前はまだ改正前でしたので、当然な

がら補修も含め、住宅再建には使えないというも

のでした。あわせて世帯主の年齢制限や、収入制

限などがあり、支給される場合でも、対象になる

もの、ならないもの、領収書が要るもの要らない

ものと、適用範囲や申請書類がかなり難しく使い

勝手が悪いものと感じていました。改正後は、そ

う言った条件が撤廃され、住宅の再建の方法と被

害認定によって支給額に違いはあっても、ほぼ無

条件に支援金が出るという意味では使い易くなっ

ているのだろうとは思います。ですが、住宅の被

害度の認定って、被災者全員が納得するような判

定がされているのかどうかというのも一つ問題点

として残っているのではと思います。隣の家が全

壊で自分の家が半壊の理由が分からないとかいう

のはよく出てくる話です。併せて半壊していても

全壊していても再建するのには同じだけお金は掛

かるとのではと思うんですね。先ほどからお話が

出ている栗駒も、中越の山古志も、能登半島地震

でも同じだったと思いますが、長期間に亘って自

分の生業地、自分が暮らしていた場所から遥か遠

くに離れた場所で避難生活を 2 年、3 年と続けて

いれば、当然家は傷みます。住宅再建にどこまで

お金を出し続けられるのか不安になるのは当たり

前です。特に三宅島の場合は離島ということもあ

り、交通手段さえ止めてしまえば、自由に家をメ

ンテナンスにいく事なんて出来ませんでした。さ

らに、いつ帰島できるのかもわからないのに、ど

こまで家を補修し続ければいいのかとても迷いま

した。しかし、補修しなければ帰る家がなくなる
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ことも現実でした。山中先生から、三宅島は災害

から 10 年経って、帰島から 5 年経ったというお

話がありましたけれども、災害から 10 年経って

帰島から 5 年経った今でも三宅島の中には立入禁

止区域というのがります。そこは当然ながら居住

も禁止となっています。元々家が無いところとい

うわけではなくて、居住者が居るにも係わらず火

山ガス濃度が濃くなるという理由から、居住して

はいけないとう条例があるのです。10 年間、三

宅島に帰って５年経った今でも自分の家が目の前

にありながら帰ることができないという人が 300

人以上もいるのです。目の前に家があります。メ

ンテナンスをこのまま続けて何年か後に帰れるの

か。それとも、メンテナンスを続けても何百年

経っても帰れないのか。全くわからないんです

よ。先程来皆さんからお話が出ていますが、そこ

に人々が戻って生活しなければ地域の再生とか、

地域の復興って有り得ない話なんですよね。でも

それを長期間、生業地を離れて避難していること

で元々の生活の糧を生み出すこともできない。家

を直すこともできない。建て直す判断もできない。

そんな様な状況が続くということこそ、大きな問

題ではないのかと思います。

また、それぞれの被災地がその被災地なりに工

夫をして、横出しでいろんな条例を作ったり、支

援策を作ったりしています。被災者全員が満足行

く支援を考えていたら、いくらお金があっても足

りないという話になるとは思いますが、せっかく

それぞれの被災地で知恵を絞って考えてきたので

すから、その中の良いとこ取りを上手にして、今

の支援法からもう一歩進んだ、本当に被災者の生

活再建のため、地域を再生させるための支援制度

というのが必要なのではないかなというふうに思

います。例えば、雲仙であった給食事業であった

り、三宅での災害保護事業であったりと思います。

三宅での災害保護事業というのは、三宅村の事業

ですが、生活保護を受けるべき水準まで生活が落

ちてしまった方たち、収入が途絶えてしまった方

たちに対して行われました。通常の生活保護です

と、例えば預貯金を全部放出しなければならない

とか、生命保険が掛けられない、車を持てないと

いったいろいろな制約がありますが、支援法の

適用金や義援金の配分金なども含め預貯金を 500

万まで残すことができる。さらに家や車があって

もなど、生活保護よりも条件をゆるめた上で生活

保護レベルに値するお金をお支払するというもの

でした。田舎の人は生活保護という名前に躊躇し

てしまいますが、ほんの少し名前を変えることで、

精神的に楽になり申請者が増えたという良い事例

だと思います。先ほども申し上げましたが、これ

だけではなく各被災地にからでた知恵を集め、何

か新しい、本当に人々の生活を再建するために使

うべき支援法というものが必要ではないのか。今

の支援法プラス必要じゃないかなというふうに私

は思っています。

○山中
ありがとうございます。少しまとめる前に能登

半島地震で山岸町の仮設住宅区長、藤本さんに生

活支援、住宅支援あたりちょっと疑問に感じて

らっしゃるところで、お話しいただけますか。

○藤本 幸雄（元石川県仮設住宅生活援助

員、山岸仮設住宅元区長（能登半島地震））

初めまして能登から来ました藤本です。まずは

最初に、能登半島地震では鳥取県の皆さんにいろ

んなご支援をいただきましたことに御礼を申し上

げます。本当にありがとうございました。先ほど

津久井先生がおっしゃった住宅再建支法と聞いた

瞬間に、生活再建支法ですかと思いました。国は

考えて本当に生活者の声を聞いてないと思いま

す。例えば「生活再建支法、領収書くれ、アレく
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れ」変わりました。でも、実際は本当に高齢者の

声を全く聞いていない。住宅再建、「これは単な

る住宅を再建しようじゃないか」と、「私達は生

活を再建したいのだ」と。「仕事も欲しいのだ」と。

石川県の場合は、能登半島でしかも、観光で生活

が成り立っていますから、いろんな意味でお客さ

んが来て欲しい。でも地震の後は全くもってお

客様は見えられなくなった。私達は何するんだ。

じゃあ住宅ばっかりでどうすれば、良いのか ?

家はりっぱだけど明日食う米が無かったらどうす

るのだ ! と思います。さっきの山中教授がおっ

しゃった在る年金生活者の方が１ヶ月で 42,000

円ぐらいですか ? そういう方が公営住宅に入って

いるわけですよね。最近も公営住宅に入って１年

間でもう７人の方が亡くなっていくんです。夫婦

で亡くなられたり。その時に寂しい亡くなり方を

するのです。公営住宅に入った人は「もうでかい

家なんか要らないのだ」と。逆に「小さい平屋で

いいのだ」と。「小さい平屋で安心して年金も貰

えて、安心して美味い、たまに刺身も食いたん

だ、肉も食いたいんだ。そして仲良く生活したい

のだ。」というのが生活再建支援だと思うのです。

でも住宅に追われて生活するのか、そういうとこ

ろもう少し考えて欲しいそんな気持ちです。私が

能登半島で一番感じたとこなので。地域のいろん

な皆さん、能登半島では仮設住宅が 350 軒近く

ありました。私の家も全壊もしましたし、私も２

年間仮設住宅の区長として見回りをしたのですけ

ど、何が一番大事かと感じた時に、国・県・市・

町の行政の皆さん本当に一生懸命考えてくださる

のです。本当に支援とかいろんなことをありがた

いのですが、でも実際は本当に皆さんが生活して

いる地域を見て欲しいと思います。子どもの生活

をどうするのだ、学校はどうするのだという、い

ろんなことをもっと考えて欲しい。皆さん頭の良

い先生方ですから。そういうことを一番自分が石

川県で感じたことで。それで鳥取県の山下さんと

お会いした時に、みんな同じような事を新潟でも、

三宅島でもみんな一緒なのだなあって、ことを改

めて感じるのです。だからさっき言ったように名

前ももう一回変えて欲しいです。生活再建支援法

じゃなくて、住宅再建支援法で、それをもう一回

改めて違う形で生活再建支援法という名称を、も

う少し変えて欲しい。そして子どもたち。先ほど

先生方が言った子どもたちの教育って凄いなと思

いました。改めてこっちへ来て、鳥取県の皆さん

が復興から防災にたち向かって行っているなあと

いう、それは素晴らしい事だと思います。でも、

能登はまだ復興の途中なのです。まだ防災まで行

かないのです。復興の途中で、この間行政の方と

話をした時に、「藤本さん、地震は４年前じゃな

いですか」と。でも、私達、仮設から出た時から

２年も経ってないのですよ。この２年間のズレは

何なのかということが先はどおっしゃった名前の

生活再建支援だったり、住宅再建支援だったと私

は思っております。まだ言いたいことは沢山あり

ます。今後、何度も話し合いが出来れば、更に問

題解決につうじるのでは、ないでしょうか。

○山中
この間、宮城県のある仮設住宅をお訪ねしたん

ですね。そうすると、おばあちゃん一人いらっ

しゃって、年金が月額 34,000 円とおっしゃった

ですね。驚いた事にまだ小作というのがあって、

大きな山主さんのところに家を建ててもらって、

その小屋を借りて生活をして、そこで畑を耕して、

野菜などを物納していらっしゃった。それが潰れ

たんですね。「帰るところがない」とおっしゃっ

ているわけですね。僕ら都市住民の感覚では、

「じゃあ生活保護を受けられたら」という話をし

たら、息子さんが失業していらっしゃるんですけ

ど「駄目だ」と。八方塞がりなんですね。それか
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ら、うちの研究会で「VAS」、ビジュアル・アナ

ログ・スケール研究会という、体の痛みをスケー

ルで表すように世帯の痛みを数字で表せないかと

いう研究会があるんですけども、そこである世帯

のケースが取り上げられました。阪神・淡路大震

災の前、お兄さんが運送会社の社長さん、弟さん

は聾唖なんですけど、そこの副社長と言いますか

そういう役割をしていらっしゃった。それが地震

で会社が潰れてしまって失業されたと。収入がな

い。弟さんはお兄さんとしか会話ができないとい

う中で奥さんが働きに出るんですね、夜中にスー

パーで野菜を切るアルバイトをした後、早朝保育

の仕事に行く。その収入と 90 歳余りになるおじ

いちゃんの年金と、これだけで生活しているんで

すね。子どもさんというか、お孫さんが震災の

時、ピアノの下敷きになって頭に筋ができてしま

ったお子さんなんですが、その間、精神的に危う

くなってきたのに 15 年間気づかなかった。そう

いう家庭もあるんですね。震災一つあっただけで

家族全体が負のスパイラルに陥っていく。こうい

う問題はなかなか今の単一の、住宅なら住宅、失

業なら失業だけの支援ではなかなか解決できな

い。これはどうしたらいいんだろうか。これは貧

困の問題ではないのか。この社会が脆弱な階層を

どこまで支えられるのかという問題になるんです

ね。それから過疎の問題は地域の問題。どうも防

災とか復興とかだけを考えるんじゃなしに、今日

まさにその矢守先生の取り組みの中で、地域での

繋がりというお話が出ていましたけれど。やっぱ

り普段の地域、あるいは普段の生活というものを

健全なものにしない限り、防災も復興も上手くい

かないという感じに最近立ち至ってきましてです

ね、なかなかこうなってくると行き先は非常に果

てしなく、どうしたらいいのかというふうに途方

にくれているような段階ですね。まさに今、藤本

さんの話はそういう話だと思うんですが、羽越水

害という山形と新潟がやられた水害。その後に

個人災害救済法を作ろうという動きが国会で出

て、個人を生活丸ごと助ける法律がいるんじゃな

いかと。それが上手くいかなくて、結局それが災

害弔慰金法という、亡くなったら 500 万円、障

害を受けたら 250 万円という法律に変わってい

くんですね。その時に、物に対して財産について

は知らないよと、命の問題だけだよっていうふう

に国会で答弁があって、それから阪神淡路大震災

で再び住宅再建が問題になる。こう繋がっていく

流れがあるんですけども。どうも我々やっぱり生

活全体をどうやって、あるいは地域全体をどう

やって立て直すのか、あるいはどうやって防災を

していくのか、脆弱さをどう克服するのかという

ことを考えなければいけない時期にきているのか

なと。財政難ですしね。そのあたり全て公的支援

というわけにはいかないと思うんです。確かに兵

庫がやっている共済制度。皆でお金を出し合うい

ろんなシステムを作らなきゃいけないと思うんで

すが、財政というのは大きいですよね。そのあた

り僕ら知恵がないんです。今日ご出席になるはず

だった豊田利久先生が、防災・復興に充てる近隣

地域による特別目的税を提唱されています。それ

から大阪大学の本間先生は、税調の会長をやって

いらっしゃった本間先生ですけども、特別交付税

の一部をファンドとして積み立ててはどうかとい

う提案をされています。それから輪島の梶文秋市

長は、全国の市町村でファンドを作ってはどうか

というお話もなさっていました。なかなかこう決

め手がないんですけど。このあたり今日は、財政

学者として徳島大学の石田先生がお出でになっ

ていまして、石田先生は徳島県の東みよし町と

いうところで財政のコンサルタント、どう言う

んですか。診断、どう言ったらいいでしょうか

ね、やってらっしゃるんで、ちょっと石田先生に

そのあたり地方財政の問題も含めてですね、国
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が直轄交付金するなんて、小沢さんちょっと今

ヤバイ状況ですから、どうなるのかなみたいな、

そのあたり含めて先生お話をお聞かせください。

○石田 和之（徳島大学大学院准教授）

今ご紹介いただきました徳島大学の石田です。

財政が専門なんですけども、実はここに座ってい

るのが恥ずかしいくらい防災であるとか、災害で

あるとか、復興であるとかは全くの素人というこ

とになりますので、ちょっと的外れなことを言っ

てしまったら、いろいろ教えていただければと思

います。

先ほどから「財源がない」とか言う時の「財源」、

あるいは「費用」といってもいいんですが、これ

について、例えば国が出す、県が出す、市町村が

出すというふうな言葉使いがなされています。こ

れを、例えば災害の復興であるとか復旧であると

か、つまり防災に必要なお金というものを社会的

な費用負担だというふうに考えた時に、それを

いったい誰が負担すべきかと言いますか、誰に負

担させるべきかというところから財源の話をもう

一回考えてみたほうがいいのかなあと思います。

「国が」とか、「県が」とか、「市町村が」と言っ

た途端に、「誰が」っていうものの本質が見え難

くなると思います。例えば、これを日野町の住民

が負担するのか、それとも鳥取県民が負担するの

か、あるいは日本国民全体で負担するのか、とい

うと分かりやすくなります。例えば日野町で災害

があったとします。その復旧に必要なお金を東京

都民も払うのか、国民全員が払うのかというよう

に考えてみます。そういうふうに考えてみた時に、

それぞれ状況に応じて適切な負担者がいるように

思います。誰が払うべきということが見えてくる

のかなと思います。

もう一つ、基金であったり、過疎債という借金

の話なんかも財源論として出ましたけども、それ

に関連しても「誰が」と言うのを考えてみるとい

いと思います。過去の人が払うのか、今の人が払

うのか、将来の人が払うのかというふうに考える

ことができます。基金は「過去の人が」というこ

とになります。税であれば「現在の人が」ですね。

借金を使う場合には「将来の人が」となります。

例えば復興に必要な財源を借金で賄ったというこ

とは、将来の人の負担によって復興しているんだ

ということになろうかと思います。

「どの地域の」って言いますか、「空間軸」と「時

間軸」も含めて「誰」がどういう形で負担するの

かを考える。誰に負担させるのがいいのかってい

うところが明らかになったら、あとはそれにふさ

わしい形になるように、国なり、都道府県なり、

市町村なり、というところに落とし込んでいく、

というやり方で発想してみるのもいいのかなあと

思います。

その時に「やっぱりみんなで負担すべきだよな

あ」とはなっても、実際にお金を出すとなったら、

やっぱり懐が痛いんで「嫌だ」ということもたぶ

んあるのかなあと思います。そうなった時に強制

的に負担させるのがいいということになると、政

府の出番といいますか、税で徴収するということ

になると思います。強制はよくない、やっぱり任

意でとなったら、いわゆる市場のシステムを利用

する。義援金なんかは任意でやるものの一つだと

思いますし、民間の金融機関なんかが資金調達を

して復興の財源に充てるとか、旧郵貯と言います

か、昔の財投なんかは、あれは公共事業に使って

いましたけども、まさにそのまま復興にも使える

ようなお金です。財投も一応市場のメカニズムを

使っているので、強制ではないということになり

ます。そのあたり、いろんなその観点から、「国が」

とか、「都道府県が」とか、「市町村が」とかでは

なく、誰にどんな形で負担させるのかというふう

なところから考えていくのがいいと思います。
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あと、人口の流出の話があったんですけども、

人口の流出に対しては過疎法というのが 1970 年

から始まっています。過疎の問題、実は今に始

まったわけじゃなくて、10 年に一度時限立法を

やって、また更新されてということをずっとやっ

ていて、災害云々以前にずーっと高度経済成長の

頃からそういう問題が起きていて、それが一向に

止まってないというだけの話であろうと思いま

す。その時に、その対策として、しばしば「有利

な財源」とか、「有利な借金」という表現を使う

んですけども、過疎債という財政的な手段でこれ

までやってきたけども、それで過疎が止まったと

ころはどこにもないというのが現状なのかと思い

ます。これを今更どうしようと言うと、40 年も

50 年も考えてやってきたのになかなか旨くいっ

てないという問題だと思うんです。先ほど復興の

支援のあり方のところで鳥取県の例で地元に戻っ

てくる場合というような話がありましたけども、

被災者は本当に地元に戻りたいんだろうかという

疑問がわいてきます。ここで言っていいのかどう

か分からないんですけれども、「過疎地に住んで

いる人たち、中山間地に住んでいる人たちは本当

にずっとそこに住みたいのか、戻りたいのか。む

しろ災害を良いきっかけに出て行ってしまってい

るという面がないのか」と。戻りたくない人に戻っ

て来てもらうというのは、結構大変なのかことだ

という気がします。そういうところもちょっとは

意識するのが現実的なのかという気がします。

徳島での話なんですけれども、だいたい山に住

んでいる人は自分の子どもを教育する時に「勉強

しないと一生ここに居ないと駄目だ」とか、「出

て行けなくなるよ」とかいって、「だから勉強しろ」

というふうして親が子どもを育てる。じいさん、

ばあさんが孫の教育をする。「出て行け、出て行

け」というふうにして子どもを育てる。残った人

間に「ああ俺は出来が悪かったから出て行けな

かったんだ」というようなメンタルを持っている

ところがあるとすると、ちょっとそのへんを別の

ところから、「残るのはいいんですよ」というよ

うな、全然防災とかとは別の観点になるかもしれ

ないですけども、「ここで住み続けること、ここ

でずっと居ることは、そんな悪くないよ。良い

よ。」っていうふうな、なんか別の施策が必要な

のかなあと思います。財政的なものと全然別に

なってくると思うんですけども、そんな気がして

います。以上です。

○山中
ここで室﨑先生とか、谷本先生とか、山先生が

いらっしゃっています。最後にご発言いただこう

と思うんですけども、途中でこれが言いたいと思

われれば手を挙げていただいて割り込んでいただ

いても結構です。それから今の話で周りにいらっ

しゃる皆さん、ご参加の方で、「ちょっと今日ム

カッときた」とか、「腹が立ったぞ」という方が

いらっしゃったらどんどん手を挙げていただいて

ご発言いただければと思うので、どなたかいらっ

しゃいませんか。ここで一つ発言したいという方、

いらっしゃればどなたでも思いの丈を。いかがで

しょうか。実は山下さんに私、引率していただい

て、80 歳近くになるおじいさんですね、家が半

壊して補修費だけいただいて直されたおじいちゃ

んにインタビューしたことがあるんですけども、

彼が言うには「俺がいなければ、60 なんぼの人

がいろんな役職を引き受けなきゃいけない」「俺

は班長だから帰ってきんだ」とおっしゃっていた

のが凄く印象深かったんですね。その後に新潟県

の地震があって、小千谷市というところに出かけ

たときです。私にはその時、本当のところが分

かっていなかった。都会の町内会で会長・班長っ

て別におろうがどうしようがあんまり影響はない

んですけども、小千谷市の東山地区というのは防
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災集団移転事業で集落の半分が出て行かれた。そ

れでよく分かったんですが、テレビ組合とか、下

草刈とか、氏神様の手入れとか山ほど、労役やお

金の負担があって、半分いなくなってしまうとい

うことは大変なことなんです。田んぼも上流で管

理する人がいなくなると、下流に荒れた土の土砂

なんかが流れてくるとか、相当いろんな問題が

あって、やっぱり中山間地の問題と都市の問題と

また違うのかなあという感じがして、残られる方

の心意気って言いますかね、あのおじいちゃんの

心意気にちょっと感動したことがあるんですけれ

ども。ここらあたり大場さんと町長に少しコメン

トをいただけたらと思いますが。どちらからでも

いいんですが。

○大場
先程の話の中で財政面に関して、復興・復旧の

ための基金を今後の防災対策の方にも転用すると

いうような話がありましたけども、今の基金は

ある程度目的を決めて積み立てているものなの

で、それを転用というのはなかなか難しいと思い

ます。本県の住宅再建支援基金にしても、先ほど

は申し上げませんでしたが、当初は 50 億のはず

でしたけれども、国の制度で対応できる部分がで

きて予定される資金需要はもうちょっと少なくな

るだろうということで、20 億に減らしています。

そういう風に、必要な資金量を見据えて積み立て

ており、それを他の用途に使うと本来の用途に使

うお金が足りなくなるので、転用は難しいんです。

ただ、その基金以外にも、災害を受けた時には、

義援金とかいろいろ入ってくるお金があります。

それを災害復旧だけじゃなくて、それ以外にも使

うということについては、考えられることはある

と思います。

ただ、山中先生も言っておられましたけど、や

はりどこまで使っていいのかという基準が難しい

んでしょうね。先ほど「本来は生活を再建するこ

とを考えるべきだ」という話がありましたので、

そういう意味で言えば、使える範囲はどこまでで

も広がっていくんでしょう。そして、結局は地域

を維持しなければ意味がないということになりま

すが、本来、過疎地域を維持するというのは防災

対策の範疇に収まる話じゃない。そうした分野に

どんどん資金を注ぎ込んでいったら、いくら義援

金を貰っても足りない。結局、行政資金なり予算

なりをどうい うふうに配分していくかというと

ころに、究極的にはいってしまうのかなあという

ことです。

ですが、それだと話が拡散してしまって、議論

がまとまらなくなってしまいますので、あくまで

も議論のための話かもしれませんが、多少割り

切って範囲を限定して話をしないと、という感じ

がします。

○景山
今、石田先生のお話を聞いて、やっぱり都会の

人はそんなこと考えているのかなあとこう思った

というか、再認識をさしていただきました。とい

うのが、日本もこんな狭いところに今１億人もお

るわけですね。しかもその１億人、田舎の山の中

からほとんど吸い出してしまって、都会に集めて

しまっとるんですねえ。私も時々東京や大阪に行

きますけども、ようこげなとこに住んでいるなあ

と思ってね。そりゃあ 1 日や 2 日はいいですよ、

物珍しくね。「おお、いいなあ。美味いものも食

べられるし」と新鮮ですが、3 日も経つと「もう

早く帰りたい」という気持ちにさいなまれる。こ

れは本当なんですよねえ。本当に人間の幸せとい

うのは、あんなインフラが十分整備されたところ

で本当の幸せがあるんだろうかなと思うんですね

え。私はこういう田舎のほうがよっぽど人間らし

い生活をやっとるなあと。特に生産の喜びってい
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うのは農林業の一番の根幹だし、これは人間とし

ても根幹だと思うんですよ。だけど今の日本の政

治っていうのは、いわゆる貿易立国で昭和 40 年

ぐらいから大きく方向を変えちゃって、世界の中

の日本だということをやりはじめちゃって、私は

これは大きな間違いだったなあということがまだ

分からんのかなあと思うんですが、私は間違いだ

と思いますね。だけども、本当に皆さん、親が自

信を失っちゃって、子どもに「都会に出なさい」

とか、先生がおっしゃったとおりだ。だけど、こ

こに残っているのは親なんですよねえ。親の面倒

を誰が看とるんですか。ここに住んでおられる方

がみんな看とるんですねえ。だから、都会の人は

もっともっとお金を田舎に恩返しのために送り込

むべきなんですよ。それをケチっちゃって、どこ

だかの知事さんみたいに自分が全部稼いだような

顔して、自分は一週間に 2、3 日しか勤めてない

んだそうだけども。そんなことじゃ、この日本は

持ちませんよ。これじゃあ持ちませんじゃなくて、

これじゃあいけないと私は思っております。それ

から、なんでこんな不便なところに人が住んでい

るのと思われるかもしれませんが、これがとても

良くてねえ、来たい人も結構おるんですよ。だけ

ど我々は環境として住んでいただけるような環境

を作るというのがね、やっぱりこれが行政の役割

だし住んでいる住民の役割でもあろうと、こう

思っとるところです。今の日本は行くところまで

だいぶ行きましたので。外国からはあれだけ馬鹿

にされて、それでも尚且つ昔だったら学生がデモ

ぐらいして大騒ぎするのに、学生一人も動きゃし

ませんが。これはもう、ように日本は行くところ

まで行っちゃったという姿だと私は思うんです

よ。だけどねえ、この田舎は本当に地震も日野町

ありましたがね、皆が助け合ってこの町をどうし

ていこうかという知恵を本当に出し合った。この

時、財政も厳しくなったおかげで皆が助け合って

いこうという地域になってきたわけですよ。これ

は町場に住んでおられる方も理解していただい

て、先般 25 日にあったフォーラムの中で最後、

学生さんがあれは高校生だったかな？「皆さん、

ふるさと納税をお願いします、最後に」と、言わ

れまして。私が言うことを、もう彼はやっちゃっ

たわけですね。それは何かと言うとね、もっと都

会の人は金を田舎につぎ込みなさいということな

んですよ。もう身勝手過ぎますなあ。だから私が

今ね、一括交付金、いろいろと言われております。

片山知事が、今総務大臣ですからいろいろ言って

おられますが、各省庁の抵抗があり、皆さん方学

者さんの抵抗もあるかもしれませんが、あれほど

いい制度はないですね。「みんな、してください」

とは言いませんよ。麻生さんが経済対策でやって

くれたあの交付金。これは日野町をもの凄く救い

ましたね。あの元気が出ましたよ。ああいうお金

を我が日野町でもね、今回の補正でも１億でもい

い、２億でもいいからくれないかなあと思って楽

しみに待っとるんですが、おそらく無いとは思う

んですが。ああいう制度を是非やってもらいたい。

その地域は地域にある程度任せて下さい。ちょっ

とね。全部任すといろんな首長が出てきますから

ね。心配でしょうけれども。ある程度はやっぱり

私は任すべきだと思いますよ。そうして自治体、

自治体が特色のある自治体作りをして、全国どこ

に行っても楽しいと。旅行しても楽しいなあ。外

国の人が来られても「ああ、いいなあ」。日野町

に来た。「ああ、では明日は日南町に行こう。」「あ

あ、やっぱりいいですなあ」と。こういうような

町づくり地域づくりが、私はこれからは絶対必要

だと。そういう日本にこれからはせにゃいかので

すよ。東京にあんなに高い建物いっぱい造ってね、

人間を寄せることは一つもありません。是非この

田舎を皆さんの知恵で救って下さいよ。我々も一

生懸命やります。はい、時間でございます。
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○山中
町長のお話は最後のセッションに足を踏み込ん

だ形になったので、それでは石田先生のお話と町

長のお話をどういうふうに接点を見出すかという

お話しを最後にしたいと思うんですけども。その

前に大場さんがおっしゃった「防災・復興の話に

限定すべきである。そうしないと議論というのが

深まらない」というお話はもっともなわけですけ

れども、最近ちょっと疑問に思っているのは、佐

用町の水害というのがありましたよね。実はある

林業の本とかいろいろ読んだんですが、緑は前よ

り多いって言うんですね。東海道五十三次は見た

らはげ山だらけです。明治時代の写真を見ても山

ははげ山だらけ。現在、緑ははるかに増えている。

では、なぜ水害が増えるかということですね。そ

れは日野町でもご経験かもしれませんけど、林業

の衰退、間伐ができない中で要するに山が保水力

を失ってきている。それが佐用町の水害を引き起

こして、避難指示の問題なんかが裁判になったり

して話題になっていますけど、そうじゃなしに根

本的に、私、最上流まで行ったら全部山が崩れて

いるんですね。こんな大木がどんどん流れて行っ

ている。そういう問題を考えないと防災の話は

やっぱりできないのではないかと。管政権では集

約林業なんていう話が出ていますけれども、これ

も随分昔からありますよね。次々に切っていって

全体を集約化しようという話はもう何年前です

か、もう 30 年ぐらい前から和歌山とかでは検討

されていて、まだ実現していないんですね。紀州

紀ノ国の和歌山の足下にシベリアから木材が入

り、アメリカの西海岸から木材が入っているんで

すから、何をか言わんやという感じがするんです

けども。こういう問題を我々は放置しておいてい

いのか。防災・復興だけに限定したって、そこだ

けの議論でいいのかという、最近僕ちょっと疑問

が抜け切れないんですね。確かにそれは拡散して

しまうんですけれども。どうもそこまで行かない

と日本というのは語れないような気がしていて。

たぶん明日、稲垣さんだったらそういう話を出さ

れるんだろうと思っていますけれども、それはそ

れということとして。時間があと 50 分ほどで、

次に入らないと時間が足らなくなりますね。会場

の皆さんにいっぱいご意見を聞きたいんですけれ

ど、ここだけで話をしていても盛り上がりに欠け

るかなあという気がしているんですが。誰か論客

はいませんか。気になったらそこで随時手を挙げ

てください。今、まさに日野町長がおっしゃった

「魅力ある日野町」、あるいは石田先生がおっ

しゃった「そうさせなければいけない地域づくり」

という問題がやっぱりあると思うんですね。今日

わざわざ被災していない所からお一人ゲストをお

呼びしたんです。徳島県東みよし町というところ

に法市という集落があります。そこの自治会長さ

んが面白い取り組みをなさっていて、特徴のある

地域なんです。どういう特徴のある町でどういう

ことをなさっているのか、少し細川会長からご紹

介をいただけますでしょうか。

○細川 努（徳島県三好郡東みよし町法市自

治会会長）

細川です。本日は当フォーラムに参加させてい

ただきありがとうございます。災害の経験もなく

意識の低い者ですがよろしくお願いします。私の

地域でやっている事を掻い摘んで話させていただ

きますが、むしろ教えていただく事が多いと思っ

ています。

まず、私共の地域の特徴ですが、山間斜面の 2

集落が散在する 23 世帯 50 人で、平均年齢 70 歳、

内 11 人が下肢が不自由な農村人として居住して

います。

地学的には、中央構造線が東面方向に走る吉野

川地溝帯の北岸に位置した河岸段丘地帯です。地



鳥取県西部地震から10年目フォーラム

44

公開車座座談会討論会

質は砂礫岩層でもろく地スベリの起りやすい海抜

400 ｍ位置です。

最近のマスコミ報道では、当該四国地方におい

ても、今後 30 年間中に 60％の確率で最大 20 ｍ

もの津波が想定される「南海地震発生」という予

測のもと、事前防災を考えるということになりま

した。普通の思いですが、法市地区は津波の心配

よりも山の崩落の心配をします。又、近年ゲリラ

豪雨等、気象変動の激しい突発的な災害が発生し

やすい状況にあります。そうした視点で法市地区

を観ると、たちまちライフラインが足元から切断

されて孤立してしまいます。避難場所だ何だかん

だ言っても役に立たず、「じっとしておけ！」っ

て状況だと思います。

せめて自分の家だけ、少なくとも向う三軒両隣

でどう生きるかという技が重要になると思いま

す。先程の小学生の方のお話も参考になりました

が、基本的なことで「家ごとの自立自活の備え」

と「地域の絆」が大切です。

山道の崩れ具合にもよりますが、ユンボで道を

通すのに 2 ～ 3 日は要るでしょう。救急ヘリで

吊り上げて避難者を空輸するしかないなあと思う

訳です。

じゃあ、日頃何を心掛けねばならないのかと思

うに、自助自立は当然ながら、地域外の人々に「法

市はいい所だぞ、救急ヘリの離着陸用地が在る

ぞ。」と多く知ってもらう事です。

徳島県は人形浄瑠璃の盛んな県で、中でも「阿

波本偶箱廻し」は県西部が発祥の地で世界文化遺

産候補です。法市には、明治 32 年建立の農村舞

台があります。東京理科大学の川上光洋先生が平

成 15 年に発掘してくれ、現在復活公演をしてい

ます。こうした知見者や大学の調査及び知識援助

を起爆として活動しています。知名度アップ、活

性化、絆の強化そして防災強化と相乗効果を産み

ます。

個人ごとですが、山下さんは I ターンですけれ

ど、私は U ターン組 4 年生です。農作能力は弱

いです。でも、自分が国家から預かっている日本

国土の一部を国の為に生かすかを考えて、自分で

やれることとして荒れた山林を救急ヘリ用地とし

て整備しました。定期的に草刈をしています。今

は、地域資源の活用を狙って学童の総合学習授業

の手助けとして文科省傘下の学童体験型民泊を

やっています。方向として、日帰り観光から滞在

型へ、そして定住型に移行してゆけばより地域が

充実すると思っています。日本の家族制度の温故

知新を求めたいです。防災のために。

○山中
細川さんは自力でヘリコプター基地を造ってい

るんですよ。山のてっぺんを切り開いて。現地を

見ましたけれどびっくりしましたよ、本当に。法

定に近いところまで、進入角度があるんですね、

ヘリが入ってくる。その角度に合うように山の木

を全部切って、一人でですよ。今はもうほぼ法定

の広さは確保してある。もう一つは東海・東南海・

南海地震が起こったら、おそらく各集落に助けに

行けるのは平均して割り算すると自衛隊員 1 人と

いうようなことも起こり得るので、結構復興の取

り合いというのが起きるだろうと。救われない村

と救われる村とが出てくるんじゃないかと。救わ

れる村を作らないといけないというので、徳島の

農村舞台というのを全国的に今紹介をして、いろ

んなサポーターが来るようになさいました。農村

舞台によって全国に知ってもらって、助けなけれ

ばいけない村にして、そうなるとヘリコプター基

地も有効になってくるだろうと。二元的な方法で

やっておられます。一人でやっているという、不

思議な方です。びっくりしました、私も見に行っ

て。山のてっぺん、相当高い標高ですよね。あれ、

何ｍぐらいですか？



45

フォーラム概要

公開車座座談会討論会

○細川
500 ｍです。

○山中
500 ｍのてっぺんを切り開いていらっしゃる

と。将来を見越したサバイバルの集落でございま

して。ということを紹介いただいたところで、地

域の問題に少し入るんですが、先ほど私何回も「佐

用町、佐用町」と言っていますので、今日はベル

を鳴らす役に徹していただいている関先生にふり

たいと思います。佐用町水害には関西学院大学か

らも支援に行っています。しかし、佐用町は一応

中山間地なんですかね。どうなんですかね。ちょっ

と中途半端な町なんですけども、街道町ですかね。

そうは言っても入りにくい村、日野町長がおっ

しゃったように「俺んとこの町は」「俺んとこの

村は」というふうに、皆さん役割のあるところへ

外部支援者が入って行って、どうやって上手く

やっていくか。そこが、室﨑先生がおっしゃる復

興バネ、あるいは石田先生の議論に繋がっていく

のではないかと思っているんですけど、少しその

辺を踏まえて関先生にちょっとご発言いただきた

いと思います。

○関 嘉寛（関西学院大学社会学部准教授）

はじめまして、関西学院大学の関と申します。

佐用町はご存知の通り昨年の 8 月 9 日に台風 9

号で大きな被害が起きまして、18 人の方が亡く

なられて、まだ 2 名の方が行方不明という状況

で、8 月に一周年を迎えたところです。私はそれ

ほど多くは佐用町には行けていませんが、私のゼ

ミに所属している学生を中心として関西学院大学

が 10 名ほどでチームを組みまして、あと大阪大

学の学生さんたちと一緒にネットワークを作って

活動しています。彼らは、だいたい月１回ぐらい

の割合で活動しています。佐用は４つの町が合併

した非常に広い地域でして、先ほど山中先生が

おっしゃった上流のほうでという町と、私が主に

行っています南のほうにある町は元々は別の町で

あったものが合併した地域で、非常に広い地域を

カバーしています。その中で私の学生たちが行っ

ているのは久崎地区という地域でして、藤室さん

がいらっしゃる足湯隊もよく行かれているところ

でもあります。学生たちは何を考えて行っている

かと言いますと、彼らの関わり方からお話しした

方がよいと思います。関西学院大学は元々阪神・

淡路大震災でも大きな被害を受けた地域にあるの

ですが、震災後 10 年経ち 15 年経つと学生たち

の関心もあまりなくなっていました。しかし、ちょ

うど 15 年目を迎えるというところで、学生の中

から震災についてもう一度考え直そうという気運

が出てきました。その中で佐用の水害ということ

が起き、自分たちでも何かしたいということが自

発的に起きたところです。彼らは全く以って災害

とか復興にとっては素人と言うか、本当に「何か

することありませんか」という形で行っていたん

ですが、今では佐用で元々の伝統的な産業である

竹炭を使って何か町おこしができないだろうかと

いうことを探っているところです。ただ、やはり

なかなか先ほど山中先生もおっしゃったように閉

鎖的というわけではないのですが、過疎の中で若

い世代が留まる職場であるとかという場所がなく

なって、そういう活動をしてくれる人たちが減っ

てきているというのが現状です。ですので、彼ら

も係わっている人は唯一 U ターンで帰って来ら

れた方 40 代後半の方と、後はどうしても 60 代

70 代の方々になっているところです。ただ、と

は言えそういったところから何か面白いことをし

ているなあということをいろんなとこに発信して

いって、佐用のある地域の中で面白いことをして

いるということで住民の人たちもその気になって

もらえるような仕組みになったらいいなあと考え
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ています。さらに、水害で喫茶店などが閉じられ

交流の場がなくなったという住民からの訴えをも

とに、彼らは月１回、今、コミュニティカフェと

いうことをしています。過疎高齢でほとんど喫茶

店がなくなってしまって、僕もあんまり良く分か

らなかったんですが、どうやら地域の人にとって

は喫茶店というのは唯一とまでは言わないです

が、社交の場だったらしくて、それがなくなって

非常に残念がっていたところで「じゃあ、私たち

がしましょうか」ということで、場づくりという

ことでコミュニティカフェなどをして地域の交流

を進めているところです。ですので、まだ月１と

いう活動ですので、これがどういうふうに展開す

るか。もちろん竹炭づくりにしても専門のマーケ

ティングの能力があったりとか、販路があるわけ

ではないので、具体的にどうなるかは分からない

ところなんですけれども、とにかくちょっと今進

めているという状況です。以上です。

○山中
今、学生さんの話が出たので、その流れで足湯

隊っていうのがあるんですね。足湯って皆さんご

存知ですかね。鳥取県西部地震の時はまだなかっ

た。この辺には来ていませんね、足湯ボランティ

アは。要するにお湯の入ったタライの中に足を浸

けて、若い人でも、おじいちゃんでも、高野山の

お坊さんもやっているんですが、被災者の手を

マッサージしながらお話をいろいろ聞くというよ

うなボランティアなんですね。いろんな被災地、

中山間地での災害救援の様子を見ると、よく「地

元の人に限る」とか、県のホームページに出るん

ですね。よそからの応援は、しばらく断られるん

ですね。入って行くと、ボランティアが活動する

と「いくらですか」とか、おばあちゃんがお尋ね

になったり、なかなか上手くいかない。もちろん

変なボランティアも当然いるわけでして、これは

要注意ですが。そういう中でどうやって地域、そ

れはまさに町長と石田先生の議論もまだ深めたわ

けではありませんが、実際の地元の人たちの空気

というんですかね、その中に入っていって話をし

ている西山さん。神戸大学の学生さんですが、少

し体験からお話を聞ければなと思います。

○西山 奈央子（中越・KOBE 足湯隊、神戸

大学学生震災救援隊）

先ほどご紹介にあずかりました中越・KOBE 足

湯隊の神戸大学の４回生の西山奈央子と申しま

す。私たちは、先ほどご紹介があった足湯という

活動を通じて、今は 2007 年の能登半島地震の被

災地や佐用町の水害の被災地で活動を続けていま

す。先ほどから町づくりの担い手ということで、

よそ者・若者・ばか者というお話が何度か出てい

ましたが、ちょうど足湯隊はそれを全部キーワー

ドとして持っているのかなあというのをよく話で

も挙がっています。その中でも特に私は今 4 回

生で、就職活動が終わってこれから社会に出て行

くというのを考えた時に、自分たちがこの足湯の

活動を通じて災害が起こったこととかを他人事

じゃないんだということを感じるような、感受性

を持つことが今の活動でできているのかなあとい

うことを最近感じています。先ほど地域の繋がり

という話をしていた時に、私たちって繋がりの中

でどういう存在なのかなあというのも考えていた

んですけれど。よく学生が地域の災害の記憶を繋

げているとかいう話も伺うんですけれど、私たち

自身は繋げているというよりも、ご縁があってい

ろんな方々が繋がっているんだなあというのを改

めて確認しているような実感のほうが大きいなあ

ということを感じています。繋がりとかという話

をしていると、よく、繋がりがあることで、支援

団体同士で、例えば「こういう事例があるよ」、「こ

れで悩んでいるんだけど、どうしたらいいかなあ」
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という課題を共有するということとかが、繋がり

があることでスムーズにいくということがあると

思うんですけれど、それよりも私たち自身が繋

がっているということで他人事に終わらせずに、

自分たちが本当にこれから社会に出て行って、生

活の担い手になっていくんだなあということを感

じて、それこそ先ほど町長さんがおっしゃってい

た「もっと活動を起こせばいいじゃないか」とい

うことではないと思うんですけれど、他人事でな

くて自分たちがどう社会を変えていくかというこ

とを感じるような活動をしているのかなあという

ふうに思います。足湯の呟きからということで、

呟きという言葉だけ今先行していると思うんです

けれど、足湯というのを通じて私たちは被災者の

方たちにお話をさせてもらっています。被災者の

方から自然に言葉が出てきて「今日は寒いね」と

かいう言葉から始まるんですけれど、そういった

ことを通じてポロッと安心された時に出てくるよ

うな、例えばちょっと一例として紹介させていた

だくと、「住宅再建の問題があるんだけれど、な

んかもう、そんなことこんなおばあちゃんには分

からへんわ」とかいうような言葉もあったりして、

そういったものを自分たちがその呟きというのを

拾っていくことで、例えばこういう場でお話させ

ていただいたりして繋げていって、それがまた良

いふうに法律を作っていったりだとか、枠組みを

作っていったりだとかということに繋がっていけ

ばいいのかなあというのを思いながら、今も活動

して、こういう場でお話させていただいているん

ですけれど、凄く現実的に学生がやっているとい

うことで、実行力に欠けるのではないかというご

指摘をいただくことも多々あります。「お前たち

は足湯だけじゃないか」と言われたらその通りか

なあというのも思っているんですけれど、でも先

ほどからお話に挙がっていた、実行力には弱いん

ですけれど、私たちができることが何なのかって

いうの、私たちが本当に大事にしているのが人で

あるならば、先ほど、「人こそインフラ」という

話もあったと思うんですけれど、復興であったり

そういったものに関して全て人を大事にしていき

たいというならば、私たちのような近くにいれる

だけでホッとするような存在が居てもいいのでは

ないかなあと思います。実行力という部分に関し

ては、皆様のような先生であったり、法律家、専

門のお知恵を持っている方にまた頼っていけたら

なあというふうに感じています。取り留めのない

お話ですみません。

○山中
足湯の人が一番その地域の良さに気付いている

ような気がしますね。そこのおじいちゃんやおば

あちゃんと親しくなって、お祭りがあったら又

行ったり、美味しいものを食べにおいでやと言わ

れて行ったりして、まさに町長がおっしゃったお

話を彼女や彼らは知らないうちに会得している感

じはするんですね。石田先生の話も分かるんです

が、一方で三宅島の全島避難の調査をしているん

ですけれども、我々研究者、とくに理数系の方が

疎開とか避難をコンピューターでいろいろ追跡調

査をしたり、登録システムを作ったりとか考えて

いるんですけども、実は三宅村では全島避難した

とき、東京都がパソコン配ったんですね。3,400

世帯に。

○宮下
全部じゃないですよ。

○山中
要するに中古のパソコンを企業から集めて配っ

たんです。電脳三宅村を東京中に作ろうとした。

実はそれを調査をしたらですね。ほとんど使って

いないですね。使っていてもまあ、個人的には
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使っているかもしれないけれども、みんなそれぞ

れ風の便りに集まって来るんですよ。あの辺に島

の人が固まって住んでいるからそこに移り住も

う。もの凄い、強いネットワーク、やっぱり絆と

いうのは我々が考えるような電脳でカバーできる

ものではなくて、人と人の繋がりって凄い大きな

ものだと。それはやっぱり地域で生きているが故

にそういうものがあるのかなと。都市住民では考

えられない形なんですね。これはまさに日野町長

のおっしゃることに僕は賛同なんですが、一方で

そうでないことも確かにあって、これは名前を出

しちゃっていいのかな？山古志の元助役さんは、

その活動シーン、昼間村民、昼間の村民というの

を提唱していらっしゃって、昼間だけ山古志に来

ればいいじゃないかと。夜は都市で住むと。中心

市街地を活性化して、そこに住んで都市生活を満

喫しながら山へ帰っておいでというような考え方

を提唱しています。果たしてこれはまさに先ほど

おっしゃいました先生のお話を具体化した感じな

んですね。でも、それが続くのかなあという気も

一方でしていて、答えは出ないんですけども。そ

の都市を捨てて日野町に入った山下さん。一言お

願いします。

○山下 弘彦（日野ボランティア・ネット

ワーク コーディネーター）

日野ボランティア・ネットワークの山下です。

都市を捨てたわけではないのですが、日本を回っ

ているうちにちょうど日野町と出合ってしまって

今も居ります。今日、話を伺いながら本当にいろ

いろ考えていたんですけれども、細川さんがヘリ

コプターが降り立ってくれるように取り組まれて

いるのだとすると、私が今やっている役割は、も

し何かあった時に、あるいは何もなくてもなんで

すけれども、日野町に人が降り立ってくれるよう

に意識的に全国的な関わりを持っているのかなあ

と思っています。

事前には、よそ者とか若者がどれだけ復興に係

われるかみたいなテーマもいただいたんですけれ

ども、今日の話の流れの中でも何度か出てきまし

たが、災害をきっかけに関わったその被災地の復

興によそ者が必要なのかと限定的に考えるとなか

なか答えが出てこないんだけれども、本来的には

やっぱり逆なんだろうなあという気がしていま

す。被災した地域との関わりは、この災害の現場

で、あるいは被害を受けているこの日野町でどう

するかを出発点に考えるので、どうしても支援者

視点でできていないことが凄く目についてしまっ

たり、指摘をしたくなったりしがちです。本当は

その地域の人たちもこうやりたい、やりかけてい

たということに関しても「できていないじゃない

か」とつい言ってしまうことが、いろんなところ

で課題になっているんではないかと思うんです。

地域を考えると、過疎化であるとか高齢化であ

るとか長い目で見て様々な事態に見舞われてい

て、そこに自然災害という大きな事件が起こって

いるんだというふうに考えた方がいいのではない

かと。これは事前復興というようなことと要は裏

腹なことになるんだろうと思うんですけども、災

害を主軸に置かなければ事前復興ということでは

なくて、普段のコミュニティづくりが重要という

話になっていく。これは一方で、今日の話の中で

も災害ということを考える時に地域づくりとかそ

ういうものまで交えるとややこしくなってしまう

という話もありますが、逆にじゃあ全体の思想、

暮らしの思想であるとか、そういったものは誰が

考えるべきなのかと言った時に、その主体が「誰

か」というのは有り得ないのではないかと私は考

えています。ですので、これは行政にしても、そ

れから研究者、ボランティア、いろんな役割の方

がそれぞれの持ち場から「どうあるべきか」を持

ち寄り、それから暮らしと災害・防災といったこ
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とに関しても、防災という観点から結局どのよう

に暮らしていきたいのかということを語っていか

ないといけないのかなあというふうに思っていま

す。

ちなみに先ほど山中さんが 80 歳の方のところ

を訪ねた時に「班長をやるということに張り切っ

ていると言われたのに凄くびっくりした」と言わ

れましたが、それがやりがいや誇りになっている

場合もあれば、ときに義務感でやっている場合も

ある。それから、誇りでやっているんだけども、

自分にそれをどこまで負担を掛けながらやってい

るのか、それとも健全な状態でやれているのかと

か。実際にはそういう様々な状況があるので、も

のごとを理解するのにシンプルに考えることは確

かに大事なんだけれども、その一方では類型化を

していくことによって、逆に見落とす部分が出て

くるのかなあということも、日野で活動し続けな

がら感じています。

○山中
そうですね、おじいちゃんの話でも、まさに石

田先生と町長のお話が両面きっと存在しているん

だろうと思います。まあ、そういうお話しで。ど

う繋げればいいのかな。西山さんの後に、藤室先

生と田中先生に話を持っていこうと思っていたん

ですが、ちょっと飛んじゃって。足湯を地域づく

り、よそ者が地域づくりに行く、あるいは被災前

に地域づくりにかかわる。藤室さんと田中先生、

そのあたり少しちょっと焦点が絞りきれずに申し

訳ないんですが、足湯と地域づくりみたいなこと

を。難しいですけども、そういうところでお話を

続けてしていただけたらと。

○ 藤室 玲治（神戸大学都市安全研究セン

ター学生ボランティア支援室学術推進研究員）

神戸大学の藤室と申します。ご紹介のところに

中越・KOBE 足湯会の指導者と書いてありますけ

れども、実際には学生を乗っけて車を運転して

行って、学生の横でお湯を焚く係をしているとい

うような活動をしています。ご注文は町づくり・

地域づくりと足湯というような話だったんですけ

ど、その前にずっと石田先生のご発言を聞いて、

僕は実は石田先生のように考えていた時期があっ

たと思いだしていました。中越地震が起こるまで

ですね。阪神・淡路大震災からずっと活動をして

いて、都市問題には関心はあっても地方の問題に

は関心がなくて、中越が起きた時に「なぜわざわ

ざ不便な山奥に住むんだろう」ということをやっ

ぱり考えていました。僕は大阪生まれの神戸育ち

で地方に住んだことがそもそもないので、都市が

一番住み易いところと心の底から思っていました

し。その後、中越のほうに 2004 年に行かせてい

ただいて、その時に中越出身で今は西宮に住んで

いる方に案内していただいて、その方のたぶんご

両親なんかを想定してでしょうけれども、山の中

に住んでいたら例え年金で実際の現金収入が少な

くても年収だいたい 300 万円相当の暮らしをし

ていたのが、都会に下りてしまって平地の住宅に

入ってしまうと、実際の年収に変化が無くても生

活水準以下の高齢世帯になってしまうというよう

なお話を聞きました。でも、その時はやっぱりピ

ンとは来ませんでしたね。次に 2007 年で僕自身

が能登半島のほうで足湯の活動をしまして、実際

に地域で暮らしているおばあちゃんたちの話です

とか、そういう方の話を聞いて、やっぱり畑をす

るのが凄い楽しみとか、ちょっと金沢には住んだ

ことがあるけれども、私にはやっぱりそこは無理

だったというような話を聞きました。不便であろ

うと何であろうと、他人は不便って言うけど、そ

の人はあまり不便と思っていないんです。そうい

う話を山のように聞くわけですね。あと若い人の

話を、能登の集落ですとか、中越の集落で聞くこ
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とがありますが、やっぱり都会への憧れは凄くあ

る反面、集落を捨てることに関する後ろめたさと

いうのもまた、もの凄く持っています。ただ、

やっぱり仕事がないというのは凄いリアルな話な

ので、残りたいと思っても残れない。仕事がない。

それとやっぱり教育の話ですね。小学校なんかが

廃校になってしまって、もうますます若い人は出

て行くしかなくなるみたいな話はあっちこっちで

聞きます。そういう話を足湯の活動を通して一人

一人から具体的に聞くというのが、特に都会の人

間が地方のことを考える時にリアリティを把握す

るために有効だと思います。僕が最初中越に行っ

た時に全く掴めていなかったのが、足湯をしなが

ら一人一人のそういうお話を聞いていくことで、

どこらへんにリアリティがあるのかということが

把握できてきたんじゃないかなあとい思っていま

す。それを今後どういうふうに地域づくりに活か

していくかということになるのかなと思います。

後は、地域づくりと関係ないんですけれども、

足湯で聞く話は「つぶやき」というように、一対

一で聞くので比較的そんなに大きい声じゃなくて

パーソナルな話として聞くことが多いんですけ

ど、時々場が荒れる時があります。大きい声を出

す人がいたり、怒鳴り声になったりする。その時

の話題は、能登半島と兵庫県佐用町であったんで

すけど、生活再建支援法のことを巡って、「なん

で隣の家は大規模半壊なのに、うちは半壊なん

だ」っていう、この話題ですね。それで、場が荒

れることが何回かありました。他の話題ではない

ですね。やっぱりこれは地域の中に特に隣近所同

士だとかにもの凄い軋轢を生みます。「つぶやき」

として聞くことでは「家を再建したんだけれども、

近所の人から『あそこの家は再建できていいわね

え。お金いっぱい貰えたからね』みたいな話をさ

れるので、地域に戻るのが辛い」という話もお聞

きしますね。当然、住宅にお金が出るようになっ

たことは非常に良いことなんですけれども、集落

を分断してしまったり、貰った人たちの心に何か

傷が残るとか、仲が良かった人間関係がちょっと

こじれてしまったみたいなことの影響が、今ある

ということが分かります。このあたりの話は藤本

さんのほうが詳しいと思うんですけれども。足湯

で静かにならずに場が荒れる時は必ずその話題と

いうのは非常に印象に残っています。地域づくり

にどう役に立てるかという話に関しては、より掘

り下げて田中先生にお話しいただければと思うん

ですが、いかがですか。

○田中 純一（金沢大学人間社会研究域法

学系研究員）

ただいま紹介いただきました金沢大学の田中で

す。今の流れでちょっとお話ししたいんですが、

先ほど山中先生がご発言されていた中に、耐震補

強・耐震改修のお話がありました。一人暮らしの

方はなかなか建て替えというところに意思決定が

至らないため、補修には子どもや孫が帰って来る

かもしれないという期待がある場合には建て替え

てもいいと。こういう話は、能登で学生たちと足

湯ボランティア活動をするときの住民の「つぶや

き」からも拾っています。実はこのあいだの日曜

日も、輪島市内でもっとも住宅被害が多かった門

前地区に、学生たちと足湯ボランティア活動に行

ってきました。住民からよく伺う話題は、孫や子

どもの自慢話です。金沢や東京、大阪にいる子や

孫の話をじっくり聞かされます。そんな話を伺い

ながら、どこかで帰ってくることを期待している

部分があるなって思うときがあります。そんな話

をずっと紡いでいくと、やっぱりまちづくりとい

うか、地域コミュニティを復興・再生する際、一

人ひとりが抱く地域への愛着や誇りをいかに保障

していくかということを考えなければならないと

強く思います。そこに長く暮らしていて、そして
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これからもそこで暮らし続けたいという素朴な願

いを叶えることを、国が、地方自治体が、あるい

は地域が真剣に考える必要性があると思います。

そんな中、心の復興という点で被災者に向き合い、

寄り添っているのが足湯ボランティアの学生たち

です。われわれがいま特に気になっているのが、

輪島市の復興公営住宅に入っていらっしゃる単身

の高齢女性の方です。家に帰っても話し相手はお

らず、入居後足腰が悪くなったこともあり外出が

減り、その結果地域住民とのコミュニケーション

も減っている。いまある復興公営住宅も自分が住

み慣れた集落から離れているため、元の集落に行

こうとしても、移動は容易でない。孤立感が気に

なるんです。そんな中、月に 1 回大学生たちが

足湯に来るのをこの方は心から楽しみにして下

さっている。最初は不信感を持たれていたんです

が、2 回、3 回、4 回と足を運ぶに従い、心を開

いてくださり、今ではお気に入りの学生を「孫」

にしちゃったくらいです。ボランティアとしてで

はなく家族として受け入れてくれたことは本当に

ありがたいことです。

地域をどう復興・再生するかという点では、罹

災証明を巡る地域の亀裂も気になります。先ほど

藤室さんが、住宅再建の罹災判定を巡りお隣近所

がギクシャクした関係になるということをおっ

しゃいましたが、能登でも判定を巡りそれまでの

親密な近隣関係がかき乱され、今もなおそれを引

きずっている世帯があります。門前地区では足湯

活動を通じ、住民同士が語り合う機会も増えてい

ますから、住民間の関係修復というか、ほころび

を繋いでいくことに足湯が寄与できないものかと

考えています。

最後に、新たな足湯活動展開の話題をひとつ。

金沢では災害に全く遭遇したことのないのに、町

内会活動に足湯を取り入れている町内会がありま

す。能登半島地震を教訓に、日頃から防災活動や

独居高齢者の見守り活動に取り組んでいる元菊町

内会では、能登の被災地で学生たちが行う足湯活

動に関心をもってくださり、向こうからお声を掛

けて頂くかたちで、2010 年 4 月から交流が始ま

りました。この会場にいらっしゃる方であれば、

足湯と聞くと学生ら若者が地域の高齢住民に足湯

をする映像を思い浮かべると思います。が、そこ

では前期高齢者の方が後期高齢者の方の足湯をす

る光景が日常の光景になっているんです。将来的

に起こるかもしれない災害リスクに地域全体でど

う向き合っていくかを考える中での具体的なアプ

ローチとして平時の足湯活動を位置づけたユニー

クな事例です。以上です。

○山中
時間が 10 分残りを切ってしまって、なかなか

町づくりまで話が及ばないんですけれども。唐突

に結論へ話を持っていかざるを得ないのかなあと

思っていまして。まず、谷本先生にお話をいただ

きたいと思います。谷本先生、今までのお話を総

括して、やっぱり石田先生と町長の話が究極の対

立線、対立って言ったらおかしいですけど、見方

だと思うんですけども。そこに復興とか防災が絡

んでくると話がよりややこしくもなるとは思いま

すが。先生のところはいろいろ交通の問題とか試

みていらっしゃると思うんですけど、ちょっとそ

のあたりを踏まえてお話いただけますでしょう

か。

○谷本 圭志（鳥取大学工学部教授）

まず、私が総括するのは無理ですが、これまで

のお話を聞いていて思うことはあります。私自身

は、鳥取大学という鳥取県の地元の大学に在籍

し、日野町の隣の日南町など鳥取県内の様々な市

町村を中心に、フィールドに出かけて特に公共交

通について実践的な計画づくりやその計画理論を
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確立しようとしている者です。さきほど、なぜ山

奥に住むのかという話があり、それに対して個人

的な感想があります。私はバスがない地域に住ん

だこともありますし、東京に住んだこともありま

すし、短期ですが海外に住んだこともあります。

私にとっては、その経験の中で、地方が住み易い

という結論です。さて、私の個人的な話はさてお

き、今、鳥取大学という地方に身を置く研究者と

しては、山奥に住むのが一般的によいか悪いかと

いう視点ではなく、過疎に住みたい、山奥に住み

たいという人がいるのであれば、それを実現する

術、社会の仕組みを学者として探究してもいいの

ではないかという立場をとっています。言うなれ

ば、今まで端的に言えば、都市の仕組みを山奥に

も持ち込んできたという経緯が多分にあろうかと

思います。しかし、都市の仕組みは、アダムスミ

スではありませんが、基本的には「分業」によっ

て効率を上げていく仕組みです。しかし、その仕

組みを人が少ない地域に持ち込んでも、そもそも

人が少ないため分業は成立しないということがあ

ります。では、分業ではないとすれば何か。その

対極を考えると、農家の人にはなじみの深い「兼

業」です。つまり、人が少ないため、いろいろな

業を兼ねるという仕組みが過疎や山奥には必要だ

と思います。ですので、いろいろな仕事をまとめ

て誰かが担うというアプローチで社会の仕組みを

作っていかなきゃいけないと思っています。例え

ば、公共交通においては最近、NPO が自前でバ

スなどの公共交通を確保しましょうという話が出

ていますが、当然そのような取り組みをしなけれ

ばならない場所は既に民営のバス事業者が撤退を

しており、さもそも営利が出ないところです。こ

のため、NPO が事業してみて「やっぱり経済的・

財政的に難しい」という話が当然出てきます。し

かし、都市ではありませんから、数分に１本バス

を走らせているわけではないため、事業者にとっ

て空いている時間があります。その時間は、本業

の輸送だけではなく、地域の見回りであったり、

水道水源や防火水槽の点検であったり、さまざま

な業をまとめてできないかと思います。例えば、

先ほどの矢守先生の話にあった地震計の点検もそ

うです。いろんな業をまとめて誰かに担ってもら

うというアプローチは大事だと思いますし、実は

矢守先生のお話も私の視点からすると、教育と防

災という２つの違う業をまとめている。つまり、

学校の先生がそのまとめ役として地震計の見回り

も教育も兼ねてやっている。また、そのような「兼

ねてやること」により、都市とは違ったユニーク

な教育ができる可能性もあります。都市の人では

到底味わえない、経験できない教育ができる可能

性があり、そのようなユニークさで地域をもりた

て、また、都市に発信していく必要がある。要点

は、「都市と同じ仕組み、土俵で戦うのはもう

きっぱりやめて、過疎ならではの少人数でも回る

仕組みを」というのを、その一つの視点が兼業な

のですが、考えていきたい。また、このような新

たな発想は人口が減っていく将来の都市にもあて

はまると思います。これを実現するための敵は、

縦割り的な発想や、法律や規制です。さきほどの

NPO の話でも、私の提案はほとんど実現できな

いはずです。あと、固定観念も障害になります。

「それは、そもそも昔から他の分野での問題であ

り、なぜ私が兼ねて対応しないといけないのか」

となれば、なかなか事は進みません。少人数で回

る地域社会の仕組みを確立するにあたって、もう

一つ重要なことが、全員参加の場づくりです。こ

れまでは端的にいうと壮年の男性層が中心的な参

加者という傾向があったのですが、最近よく言わ

れているように女性のパワーであったり、移住

者であったり、あと、高齢社会では高齢者のパワ

ーを活用していかなければいけない。人はインフ

ラです。しかし、例えば道路もインフラですが、
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道路はそこにあれば自ずとよいわけではなく、そ

れを活用してこその道路です。その活用の仕方と

して、全員参加、つまり、全員に活躍のある場と

いう思想が重要だと考えます。高齢者は地域のこ

とに詳しいでしょうから、その意味では防災に関

して有識者として活躍するところがあるでしょ

う。あと、ある活動の担い手として参加するとい

うことは、医学的に考えると、健康、寿命を増や

すということにもつながることが鳥取大学の研究

グループが明らかにしています。さらに全員参加

がもつ非常に大きな意味は、子どもたちが大人の

姿を見ていることに関係します。誰もが活躍して

いる社会やその中でいきいきとした大人の姿を子

どもにいっぱい見せると、将来子供が大きくなっ

たときに思うことがあるはずです。つまり、都市

に子供が出て、都市ではなかなか実感できない「自

分で活躍できる、自分が必要とされる」が地元に

はあるということを思い出せば、人間に帰巣本能

あるかどうか分かりませんが、楽観的過ぎるかも

しれませんが、人々も帰ってきてくれるのでは

ないかと思っています。

○山中
やはり都市化って外注化で進んできたと思うん

ですけど、それの脱却みたいな話でありました。

時間がもうないんですが、山先生お願いします。

○山 泰幸（関西学院大学人間福祉学部准教
授）

関西学院大学の山と申します。関学のほうの災

害復興制度研究所で中山間地問題についての研究

会というのを昨年から立ち上げておりまして、そ

こで問題になったことというか考えたことを一つ

だけお話したいと思います。災害に強い地域コ

ミュニティについて考えていく場合に、あらかじ

め復興のプロセスを開始していたところが、災害

があった場合に復興が早いとよく言われていま

す。しかし、そこで分かったことは災害に強い地

域とか、災害に強いコミュニティっていうのはあ

ると思うんですが、災害にだけ強いコミュニティ

とか、災害にだけ強い地域っていうのはないんだ

ということなんですね。そうすると、災害に焦点

を絞るということはもちろん災害復興制度研究所

ですので重要なんですけども、もっと幅を拡げて

まちづくりを全体的に捉えていかないといけない

んではないか。非常に守備範囲が広くなるわけで

すけども。そこで我々が参考にしているのは、一

つは比較的、伝統的な暮らしを伝えてきた中山間

地です。そういうところのコミュニティっていう

のは、例えば自治会とかでも古いところは江戸時

代ぐらいから名称とかを変えながら残っていると

ころがある。江戸時代なんかですと、2、300 年

ほとんど人口変動がなく維持してきている。その

生活を維持してきた仕組みというのを我々は「民

俗的仕掛け」と呼んでいます。これがどういうも

のが残って、どこが今に活かせるのかと考えてい

ます。おそらく活かせない部分も多いとは思うん

ですが、そこを何とか発掘できないかということ

を考えたております。例えば徳島県東みよし町の

細川自治会長の法市集落の農村舞台を視察しまし

たけども､ やはり渋々やるような義務的にやるよ

うな作業だけじゃなくて、農村舞台みたいに伝統

文化を再活用しながら、同時に外部の人たちを巻

き込むような、楽しんで進んでやりたくなるよう

なこともコミュニティを繋げていくような仕掛け

として非常に重要だと思いました。ですので、先

ほどの町長さんの話にも私すごく賛同するところ

があるんです。中山間地で、過疎で、なんか災害

にも弱そうだっていうと非常にマイナスイメージ

がある一方で、実は若者が行きたがったりする側

面もあります。例えば学生さんたちを連れて行く

と非常に喜ぶんですね。二面性があるかと思いま
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す。この２つの側面を分けて捉えていくのではな

くて、その２つの面がどうやって同時に成り立っ

ているのか、あるいはそれらをどういうふうにう

まくつなげていけるのかということを、今のとこ

ろ研究会では考えております。以上です。

○山中
ありがとうございます。我が相棒の松田さんは、

本当は一杯しゃべりたいとは思うんですけれども､

思いのたけを明日に残しておいていただいて、ご

発言いただいていない方も何人かいらっしゃるん

ですが、最後時間が来ましたので、室﨑先生ちょっ

と締めていただきたいと思います。お願いします。

○室﨑 益輝（日本災害復興学会会長）
すみません。ここで発言するつもりは全くな

かったのですけども。では、今日の第 1部の話

から今の話に繋げる発言をします。今日の小学生

のいろんな発表を聞いていて、再確認したことは、

私は「学校が変われば子どもが変わる」｢子ども

が変われば大人が変わる｣ ｢大人が変われば地域

が変わる｣ ということです。今まで出ていた防災

意識とかコミュニティとかいったいろんな問題を

解決するには、やっぱりしっかりいい子どもを育

てるということに尽きるのではないかと。このフ

レームの中の「地域」を中山間地と置き換えて考

えると、中山間地が変われば僕は大都市が変わる

と思います。大都市が変わると中山間地が変わる

んじゃなくて。中山間地がその自らの良さと誇り

に気づいて、みんなでしっかり守っていくという

ことにならないと、結果として都市は変わらない。

その上で、都市が変わると日本の社会も変わると

いうふうに思います。中山間地がこれからどう

なっていくのかっていうのが、日本の将来を決め

るのにすごく大切なことだというふうに思いま

す。中山間地をいろんな角度からみんなで考えて

いかないといけないなあというのが、ここでの私

の結論であります。今日は本当どうもありがとう

ございました。

○山中
皆さん、発言をなさりたい方は随分まだいらっ

しゃると思うんですけど、申しわけありません。

時間が来てしまいました。今日の話はあくまでも

話題出し、頭出しで、明日のフォーラムに繋げた

いと思います。明日のフォーラムは室﨑先生、そ

れから松田さん、稲垣さん、それから知事も登場

してきます。ここで十分今日の話を踏まえて議論

を深めていただけるものと思っています。今日は

長い間ご協力いただきましてありがとうございま

した。これで終わります。

（終わり）


